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八王子キャンパスのシンボル
マークの一つでもある片柳研究
所棟。
主に、応用生物学部と工学部応
用化学科が利用している他、メ
ディア学部の演習用スペース、
大講義室、教室、学修支援セン
ター等の多くの施設があり、多
くの学生が活用している。

全学で取り組む人工知能（AI）研究

デザイン学部「卒業制作展」の開催
日本包装機械工業会と工学部が連携協定を締結
書籍「響く言葉」（東京工科大学＝編））12 月 20 日全国書店にて発売
主要日誌

「学士・修士一貫早期修了プログラム」対象の卒業式および入学式を挙行
軽部征夫学長が八王子市より表彰
スマホサイト調査 1 位の評価を受ける
2017 年度退職教員の最終講義について
プレスリリース　応用生物学部　佐藤淳教授
　　　　　　　　応用生物学部　今村亨教授

応用生物学部
コンピュータサイエンス学部
メディア学部
工学部
デザイン学部
医療保健学部
教養学環
バイオ・情報メディア研究科
サークル・同窓会活動

応用生物学部
コンピュータサイエンス学部
メディア学部
工学部
デザイン学部
医療保健学部
教養学環
バイオ・情報メディア研究科

人事（採用、任命、昇格、退職）
外部研究費関連（受託研究費・共同研究費・奨学寄付金・その他）
動物実験・遺伝子組換え実験実施状況
訃　報

キャリサポートセンターからのお知らせ
　『第６回産官学連携による八王子近隣地域交流会』を開催
　2019 年 3 月卒業予定者キャリアサポートプログラム
コーオプセンターからのお知らせ
　コーオプ実習成果発表会を開催
平成 30 年度　前期学内行事予定
平成 29 年度    学位記授与式日程

八王子キャンパス　第 13 回　紅華祭
蒲田キャンパス　第 52 回　かまた祭

片柳アリーナ（蒲田キャンパス）

学園祭報告

Campus Scenes

大学事務局便

KOUKADAI Information

KOUKADAI TOPICS

学部・学環・研究科便り

学生・教員の受賞と活動

編集後記
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こんにちは、学長の軽部です。
今回は、本学が全学で取り組む人工知

能（Artifi cial Intelligence、AI）の研究に
ついてお話します。

最近、人工知能に関する記事やニュー
スを耳にすることが多くなってきたので
はないでしょうか。

人工知能の第 3 次ブームなどと言われ
ていますが、このきっかけを作ったのは
囲碁やポーカーなどの試合で人工知能が
人間の名人やチャンピオンに勝利したこ
とが始まりです。

イギリスのオックスフォード大学のマ
イケル・A・オズボーン准教授は、『情報
通信技術（ICT）の発展によってロボッ
トや人工知能の性能が向上し、これが広
く産業分野に応用されると、10 ～ 20 年
で現在ある職業の約半分がなくなる』と
予想しています。特に単純で、決まった
手順で行う仕事は、人工知能やロボット
に取って代わられると考えています。

例えば、運転手不足で運輸や物流のコ
ストが上昇していますが、自動車の自動
運転技術が実用化されれば、この問題は
解消されると思われます。また、病院や
金融機関の窓口業務や清掃業務などもロ
ボットに置き換わりつつあります。

さ て、 最 近 の 人 工 知 能 の 研 究 で 注
目 さ れ て い る の は、 深 層 学 習（Deep 
Learning）を取り入れたシステムで、学
習を繰り返すことによって人間の能力に
迫ると言われています。

本学の人工知能の研究は、主にコン
ピュータサイエンス学部で行われていま
すが、その応用分野は著しく広いので、

6 学部でそれぞれ人工知能を応用する研
究を進めるべきであると考え、人工知能
研究会を発足しました。

早速、各学部に働きかけて人工知能の
応用研究を提案してもらい、その結果、
6 学部から 9 つのプロジェクトが提案さ
れました。

応用生物学部では、『がん iPS 細胞の
薬剤探索研究』と『画像解析によるサケ
の雌雄判別』、コンピュータサイエンス
学部では、『「雰囲気」の理解と説明文・
対話文の生成』と『ブロックチェーンと
AI の融合領域創成研究』、メディア学部
では、『メディアコンテンツにおける AI
の活用』、工学部では、『未来型風力発電
システム技術の開発』、医療保健学部で
は、『医療福祉領域の臨床教育のための
オントロジー開発』、デザイン学部では、

『デザインの創造性と AI』、『デザインの
実践と AI』と、６学部がそれぞれの学部
の特色を生かした人工知能を応用する研
究テーマを提案しました。

また、本学で今年度から始まった革新
的材料の研究開発プロジェクトでは、先
進材料の製造と物性に関するビッグデー
タを人工知能に蓄積し、これを活用して
新材料の創製と物性をシミュレートする
研究を現在計画しています。

全学部を上げて人工知能の研究に取り
組む意思表示を大学のホームページ上で
行ったところ、様々なところから反響が
ありました。

具体的な内容についてはここでお話す
ることはできませんが、人工知能を活用
した革新的デザインの創造、人工知能シ

分科会（学部） プロジェクト

バイオ AI 分科会（応用生物学部）
がん iPS 細胞の薬剤探索研究

画像解析によるサケの雌雄判別

先進 AI 分科会（コンピュータサイエンス学部）
「雰囲気」の理解と説明文・対話文の生成

ブロックチェーンと AI の融合領域創成研究

メディア AI 分科会（メディア学部） メディアコンテンツにおける AI の活用

サステイナブル工学 AI 分科会（工学部） 未来型風力発電システム技術の開発

医療 AI 分科会（医療保健学部） 医療福祉領域の臨床教育のためのオントロジー開発

デザイン AI 分科会（デザイン学部）
デザインの創造性と AI

デザインの実践と AI

学長メッセージ
Message from the President

“ 全学で取り組む人工知能 (AI) 研究 ”

学長　軽部 征夫

ステムの解説と提供、バイタルデータの
解析と可視化、人工知能活用に関する企
業とのマッチングなどの共同研究の申込
が寄せられています。

本学の教育と研究の目的の一つは、情
報通信技術（ICT）の研究開発と応用で
あり、人工知能研究会の発足はこの目的
に合っています。

今後、人工知能はロボットや自動車な
どの産業に留まらず、広い分野で応用さ
れるでしょう。本学で始まった人工知能
研究から様々な成果が得られ、産業に応
用されることを期待してやみません。
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東京工科大学の最新トピックスを紹介。

デザイン学部「卒業制作展」を開催します

日本包装機械工業会と工学部が連携協定を締結

KOUKADAI TOPICS

本学デザイン学部では、4 年間の学びの集大成である「平成 29
年度 卒業制作展」を、2 月 9 日 ( 金 ) から 12 日 ( 月 ) まで、蒲田キャ
ンパス「ギャラリー鴻」などで開催いたします。（入場無料）

会場には、グラフィック、Web デザイン、映像、インテリア、
プロダクト、ランドスケープなど、「視覚と伝達」「映像と構成」「空
間と演出」の各コース（注 1）の卒業制作約 200 点を一堂に展示いた
します。その他、介護施設のユニバーサルデザイン、災害時に役
立つプロダクトデザイン、スマートフォンアプリデザインなど、幅
広いジャンルから時代を反映した作品も紹介予定です。入場無料と
なっていますので、ぜひ会場までお越しください。

本学デザイン学部は、1947 年に絵画科と洋裁科を擁する「創美
学園」を創立した片柳学園が 2010 年に蒲田キャンパスに設置し
ました。現在 4 つの専攻分野に約 800 人の学生が在籍しています。

デザイン専門職のみならず、幅広い職種で重要性が高まっている
デザイン力を持った人材を育成するため、造形の基礎から発想力、
思考力を磨く「感性教育」（1・2 年次）と理工系大学ならではの専
門性を活かした表現技術を習得する「スキル教育」（3・4 年次）を
融合したカリキュラムを行なっています。

また、AI（人工知能）や VR（仮想現実）といった先端技術に対
応したデザイン教育も充実を図っています。これらを通じ、学部が
目指すデザインの力「チーム力・集中力・提案力・実現力・取材力・
発想力」を身につけることを目標としています。

本年度より、最新の ICT 技術などを活用し、2020 年に向けた
大田区の観光デザインの提案プロジェクトに学生が取り組んでいま
す。

本学工学部では、産学連携による実践的教育の拡充と包装機械産
業の振興を図るため、一般社団法人日本包装機械工業会（大森利夫
会長）と、包括的な連携協定を締結いたしました。

本学では、国内大学として初めて工学部（入学定員 280 名）の
必修科目として、有給型の長期学外就業体験プログラム「コーオプ
教育」※ 1 を導入しており、2016 年度後期より企業での実習を本
格化しています。本協定の締結により、さらなる実習内容の拡充な
どを進めてまいります。また、包装機械メーカーなど 230 社以上
が加盟する日本包装機械工業会では、若手人材の確保や学生の業界
への理解促進などを図ってまいります。同加盟企業においてコーオ
プ実習の実施実績があることなどから、今回の提携が決まりました。

工学部のコーオプ教育は、2 年次後期から 3 年次前期までの約
8 週間、4 つのグループごとに順次企業での実習を実施します。学
部の必修科目としてのコーオプ教育の本格的な導入は国内初（本学
調べ）で、2015 年度の文部科学省「大学教育再生加速プログラム

（AP）」に採択されました。初年度の 2016 年度後期には機械工学
科の 2 年生 114 名、2017 年度前期には電気電子工学科および応
用化学科の 3 年生約 211 名がのべ 184 社で実習を行いました。

一般社団法人日本包装機械工業会は 1967 年に設立され、包装

開  催  日 平成30年2月9日（金）～12日（月）
　10：00～17：00（各日）

会　　場 東京工科大学　蒲田キャンパス
　12号館1F「ギャラリー鴻」・3号館11F・15F

アクセス JR線・東急線「蒲田」駅西口から徒歩2分

4

平成29年度 卒業制作展　学生デザインによる本展のポスター

（注1）2015年4月に「工業デザイン」「視覚デザイン」の2コース（4専攻）に改編。

材料メーカーや商社、関連機器メーカーなど 237 社（2017 年現在）
の会員からなる団体です。大手の食品や医薬品企業向けの包装機械
や素材など業界全体の生産高は 4,000 億円を超え、世界最大規模
の包装機械の生産国に成長しています。

※ 1「コーオプ教育（Cooperative Education）」は米国発の教育法で、短期で実施される
　　従来のインターンシップと異なり、就業先と大学か協働で作成したプログラムに基
　　づき数ヶ月の長期実習を行い、その間就業先より賃金が払われることなどが特徴で
　　す。学生がより責任ある業務を経験できるほか、総合的な社会人基礎力を身につけ
　　ることに繋がります。また就業先企業においては、雇用のミスマッチ解消や安定し
　　た若手人材の確保などが期待されます。

ジャパンパック2017で行われた調印式の様子（10月5日、東京ビッグサイト）
大森利夫会長（左）と大山恭弘工学部長（右）
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月 日 曜日 内　　　　　　　　　　容

8 11 金 八王子市市制100周年記念「プロジェクションマッピングin東京工科大学」を開催

9 6 水 全学教職員会（教職員のFD・SD活動）「戦略的教育プログラム」を開催

14 木 「学士・修士一貫早期修了プログラム」対象の卒業式及び入学式を挙行

20 水 メディア学部が「東京ゲームショウ2017」に出展

110 3～6 火～金 教養学環学内共同プロジェクト及びコンピュータサイエンス学部がCEATEC JAPAN2017に出展

6 金 工学部と日本包装機械工業会が、包括的な連携協定を締結

8～9 日～月 八王子キャンパスで、学園祭「紅華祭」を開催

11 水 全学教職員会（ 教職員のFD・SD活動）「研究倫理について」を開催

13 金 片柳学園創立70周年記念祝賀会を挙行

28～29 土～日 蒲田キャンパスで、学園祭「かまた祭」を開催

11 1 水 全学教職員会（教職員のFD・SD活動）「ハラスメント防止について」を開催

26 日 日本メディカルライター協会・東京工科大学共催シンポジウム
「メディカルデザイン～その限りない可能性をさぐる～」を開催

29 水 応用生物学部と臨床検査学科において食品衛生管理者及び食品衛生監視員の養成施設登録校申請

12 6 水 全学教職員会（教職員のFD・SD活動）「AI研究会　各分科会の研究計画について」を開催

13 水 メディア学部と Sekolah Tinggi Teknik Surabaya（インドネシア）がMoUを締結

メディア学部と King Mongkut's University（タイ）がMoUを締結

20 水 『響く言葉』（東京工科大学=編）が全国書店にて発売

書籍『響く言葉』（東京工科大学 =編） 12 月 20 日 全国書店にて発売

主要日誌

本学では、メディア学部の特別講義として 2007 年から行われ
ている「ライブ・エンタテインメント論」のゲスト講師へのインタ
ビューをもとにした書籍『響く言葉』を編集制作し、12 月 20 日
より全国書店などで発売いたしました。

本書には、音楽プロデューサーで本学客員教授の松任谷正隆氏、
元アニプレックス代表の夏目公一朗氏、芸能プロダクションホリプ
ロ代表の堀義貴氏ら、音楽、アニメ、テレビ、ラジオ、芸能など各
業界のトップランナー 15 名が登場。「今、伝えておきたい事」「業
界が求める人材」「視野を広げるために何をすべきか？」など、業
界を目指す学生をはじめ幅広い若者世代への示唆に富む一冊となっ
ています。

「ライブ・エンタテインメント論」は、一般社団法人コンサート
プロモーターズ協会の協力のもと、業界の最前線で活躍するプロ
デューサーやクリエイター、アーティストなど、これまでに 61 名
のゲスト講師による 142 講座を実施、約 2500 名の学生が受講し
ました。本書は、同講座の 10 周年を記念し、各ゲスト講師へのイ
ンタビュー内容をもとに再編集したものです。

【書籍情報】
署　名：響く言葉
編　者：東京工科大学（学校法人片柳学園）
発　行：有限会社茉莉花社
発売元：株式会社河出書房新社
判　型：四六判型 280 ページ
価　格：1,500 円（税別）
発　売：全国書店、オンラインショップ「アマゾン」
発売日：2017 年 12 月 20 日
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KOUKADAI TOPICS

「学士・修士一貫早期修了プログラム」対象の卒業式および入学式を挙行

軽部征夫学長が八王子市より表彰 2017 年度退職教員の最終講義について

スマホサイト調査 1位の評価を受ける

9 月 14 日に「学士・修士一貫早期修了プログラム」で学士の学
位を取得した応用生物学部 6 名、コンピュータサイエンス学部 4 名、
メディア学部 2 名の卒業式および、大学院の入学式を挙行しました。

「学士・修士一貫早期修了プログラム」とは、学部課程と修士課
程を一貫教育として通常より短い５年間で修了し、「学士」と「修
士」の学位が両方取得可能な制度です。このプログラムでは、学部
２年次修了時までに特に優れた成績を修め、早期に本学大学院進学
を希望する学生が、通常より半年早く卒業に向けた研究を開始し、
４年次前期修了時に卒業論文を完成させ、学士の学位を取得します。 
また、４年次前期には、卒業論文作成と同時に大学院の一部科目も
履修することで、学部を卒業後、そのまま修士課程に進んでプラス
１．５年で修士の学位を取得できる制度です。

10 月 1 日（日）にオリンパスホールで開催された「八王子市市
制施行 100 周年記念式典」において、軽部征夫学長（大学コンソー
シアム八王子会長）に特別感謝状が授与されました。

これは、大学コンソーシアム八王子が設立された平成 21 年 4 月
から現在に至るまでの間、会長として大学及び八王子地域の発展に
取り組み、魅力ある学園都市の形成に尽力した功績が認められたこ
とによる表彰です。

2017 年度をもって退職される教員の最終講義を、下記のとおり
開催致します。多数ご来聴くださいますようご案内申し上げます。

本学は公式 WEB サイトをどの端末でも閲覧しやすいサイトにす
るため、2014 年からレスポンシブデザインへの対応に取り組んで
きました。

2017 年にはどの端末からも内容を探しやすくするために、ユー
ザビリティに配慮したリニューアルをおこないました。この内容が
評価され、昨年 9 月に行われた日経 BP コンサルティングによる全
国大学サイト・ユーザビリティ調査にて、スマホサイト調査が 1 位

（216 大学）、PC サイト調査が 2 位（111 大学）という高評価を
いただきました。今後、さらなる対策を進め、閲覧しやすいサイト
の制作に努めてまいります。

三田地 成幸　コンピュータサイエンス学部教授

題目：光ファイバとその応用
日時：2月20日（火）14時～
会場：八王子キャンパス　片柳研究所棟2F KE202教室

木下 俊之　　コンピュータサイエンス学部教授

題目：4人の先生
日時：2月20日（火）15時25分～
会場：八王子キャンパス　片柳研究所棟2F KE202教室

相川 清明　メディア学部教授

題目：音のメディア学
日時：2月22日（木）13時～
会場：八王子キャンパス　研究棟A　502教室

宇佐美 亘　メディア学部教授

題目：TV、お前はただの現在にすぎない、か
日時：2月22日（木）15時～
会場：八王子キャンパス　研究棟A　502教室

後藤 正男　医療保健学部 臨床検査学科教授

題目：技術者、研究者、教育者として
日時：3月8日（木）14時～
会場：蒲田キャンパス　3号館10F　31001教室
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バイオ医薬品の血中安定性を向上させる 副作用の少ない技術を開発

化粧品原料「プラセンタエキス」の新たな活性成分を発見

大学院バイオニクス専攻の佐藤淳教授、志
賀有貴博士課程学生らの研究グループは、バ
イオ医薬品の血中安定性を向上させ、かつ副
作用のリスクが少ない IgG Fc（CH2-CH3）（注

１）融合技術を開発しました。同グループでは、
この技術をヒトラクトフェリンに応用し、肝
炎や敗血症の治療薬の開発を目指しているほ
か、幅広いバイオ医薬品への応用が期待され
ます。

本研究は、国立医薬品食品衛生研究所、産
業技術総合研究所、鳥取大学農学部、（株）

NRL ファーマとの共同研究によるもので、平成 29 年 8 月 1 日に
米科学誌「Molecular Pharmaceutics」に掲載されました。
【背景】IgG Fc融合は、バイオ医薬品と抗体の一部であるIgGの
Fc領域を融合させる技術で、血中安定性を向上させることを目的
としています。しかし従来の技術は、抗体の一部に「ヒンジ領域」
を含むFc領域を有することから、免疫エフェクター機能を介した
細胞傷害性（注２）による副作用の可能性が危惧されています。本研
究では、免疫エフェクター機能を示さない「ヒンジ欠失型」CH2-
CH3融合技術の開発に取り組みました。また、この融合技術を用
いて、自然免疫で機能するヒトラクトフェリンとの融合タンパク質
（hLF-Fc）を作製し（図１）、従来のIgG Fc融合技術を用いて作製し
た融合タンパク質とその活性と安定性を比較しました。
【成果】研究では、ヒンジ領域のアミノ酸変異により、免疫エフェ
クター機能の低下が報告されていたことをヒントに、ヒンジ欠失型
のCH2-CH3融合技術を開発。これを応用したhLF-Fcの作製に成功
しました。この融合タンパク質は、従来のIgG Fc融合技術を用い
て作製したhLF-Fcと同等の活性を保持しており、血中での安定性
が大幅に向上したことになります（図２）。また、従来型のhLF-Fcは

応用生物学部の今村亨教授、伊藤航平修士
課程学生、山田竜二修士課程学生、松本展希
学部生らの研究グループは、化粧品原料に使
われる「ブタプラセンタエキス」の活性メカ
ニズムの解明につながる成分の存在を発見し
ました。
この研究成果は、平成29年10月2日に米国の
科学誌「Journal of Cosmetic Dermatology」
電子早期版に掲載されました（注１）。
【背景】プラセンタ（胎盤）エキスは、化粧
品やサプリメント、医薬品などに広く使われ

ていますが、その活性発揮のメカニズムについては不明な点が多く
残されていました。化粧品原料には、主にブタから調製したものが
使われていますが、製造工程でタンパク質の酵素分解や加熱という
過酷な処理を施されており、細胞の増殖分化や機能を制御する活性
をもったシグナル分子（注２）が含まれていることを示した例はあり
ませんでした。そこで本研究では、プラセンタエキスの有効性を明
らかにするため、シグナル分子の一群である、FGF（線維芽細胞増
殖因子）ファミリー（注３）の活性という観点から、検証を行いまし
た。
【成果】研究では、シグナル分子群であるFGFファミリーに対す
る主要な受容体の活性化を解析できる細胞を複数種類作成。これ
らに対してブタプラセンタエキス（PPE）を加えると、増殖反応
を通じて５種類（FGFR1ｃ、FGFR2ｃ、FGFR2ｂ、FGFR3ｃ、
FGFR4）のFGF受容体（注４）について、活性化を示すことを発見し
ました。これらのFGF受容体が特異的に活性化されたことは、阻害
物質によりプラセンタエキスの活性が阻害されたことで確認されま
した。また、プラセンタエキスには「グリコサミノグリカン」とい
う糖鎖が含まれており、化粧品原料の製造工程においてFGF活性を
保護していることも示唆されました（図１）。

【社会的・学術的なポ
イ ン ト 】 本 研 究 に よ
り、プラセンタエキス
にはＦＧＦ活性を発揮
する物質が含まれてお
り、さらにこの活性物
質は、高分子量と低分
子量の両方の分子量範
囲に含まれていること
が 明 ら か に な り ま し
た。組換えタンパク質
として生産されている
天 然 型 Ｆ Ｇ Ｆ 医 薬 品
は、皮膚潰瘍や粘膜炎
の治療、再生医療や美
容皮膚科などの分野で
その有効性が実証され
ています。化粧品原料
としてのプラセンタエ
キスの有効性も、その
一部はＦＧＦ活性によ
るものであることが本研究を通じて示唆されました。プラセンタエ
キスの新規活性成分が明らかになったことで、新たな機能性化粧品
の創成が期待されます。

プレスリリース

プレスリリース

（注１）...  IgG Fc：IgG とは免疫で機能する分子であり、体内に侵入してきた外敵に結合して、排除する機能を持つ。Fc はその配列の一部であり、ヒンジ、CH2、CH3 の各領域から構成される。
　　　　　本研究では、ヒンジ領域が欠失した CH2-CH3 の融合技術を開発。
（注２）... 免疫エフェクター機能による細胞傷害性：細胞表面に結合した IgG の Fc と、NK 細胞や好中球、補体が結合することで引き起こされる細胞の除去機構。抗体制癌剤の癌細胞の除去機構で利用されている。

（注１）... 論文名「Evaluation of fi broblast growth factor activity exerted by placental extract used as a 
　　　　　　　　　cosmetic ingredient」, DOI: 10.1111/jocd.12434
（注２）... シグナル分子とは、ホルモンや細胞増殖因子など細胞間のシグナル伝達に関わる分子の総称で、
　　　　　特定の細胞に到達すると、その細胞の増殖や分化、機能などを調節する指令を出します。皮膚に
　　　　　おけるシグナル分子は、皮膚の健常性の維持、創傷治癒、毛髪の成長の促進や休止の維持など、
　　　　　多面的な働きを示します。
（注３）...  FGF ファミリーとは、遺伝子やタンパク質の構造が似通った分子群（ファミリー）の総称で、ヒト
　　　　　では２２種類の遺伝子があります。
（注４）... 受容体とは、細胞膜に存在してシグナル分子の到着を察知し、その情報を細胞内に伝える分子の
　　　　　ことを指します。FGF ファミリーに対応して、FGF 受容体もファミリーを形成しており、ヒトでは
　　　　　４種類の遺伝子があり、７種類の FGF 受容体をコードしています。

免疫エフェクター機能を示したのに対し、ヒンジ欠失型hLF-Fcは
示しませんでした（図３）。
【社会的・学術的なポイント】この融合技術を用いることで、従
来の問題点であった免疫エフェクター機能を介した細胞傷害性に
よる副作用を示さない、高い安全性を有したバイオ医薬品の開発
への応用が期待されます。現在、バイオベンチャー企業の(株)Ｎ
ＲＬファーマと共同でヒンジ欠失型hLF-Fcの特許を取得（特許第
5855239号）し、肝炎や敗血症の治療薬の開発を進めています。

図1：FGF受容体がプラセンタエキスで活性化される様子（モデル図）
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School of Bioscience and Biotechnology

中村助教
修士２年生
志賀さん

受賞者
松崎さん

学部４年生
斎藤さん 佐藤　淳教授

平成 29 年 11 月 18 日から 19 日に、群馬県桐生
市市民文化会館で開催された、東北糖鎖研究会・東
京糖鎖研究会合同シンポジウム（第 11 回東北糖鎖
研究会・Glyco TOKYO2017）において、大学院バイ
オニクス専攻修士課程 1 年生、松崎巧実さん（生物
創薬研究室　佐藤淳教授、中村真男助教）がポスター
賞を受賞しました。

発表題目は「ラクトフェリン N-lobe と硫酸化グ

応用生物学部では、私たち国民が健康で活動的な
生活を送るために、バイオテクノロジーの技術を活
用して、安全で安心できる食品の開発をめざして教
育・研究を行っています。

その教育・研究の一環として、日本食糧新聞社の
協賛のもと、外部の研究者をお招きし、「先端食品
セミナー」を毎年開催しています。前回のセミナー
では加工食品に焦点を当て、製造から販売まで食品
の製造加工のあり方について、各分野の専門の先生
方に解説していただきました。

今回は、本学の蒲田キャンパスにおいて、「機能
性表示食品の現状と未来」をテーマに機能性表示食
品を多面的に考える内容で開催しました。セミナー
には、食品関連の会社から約１００名の参加者があ
り、梶原応用生物学部長から本学の先端食品コース
の紹介がなされた後、①ホップ苦味成分の機能性研
究と食品素材としての開発（キリン（株）R&D 本部 
健康技術研究所主任研究員　形山幹雄先生）、②ロー
ズマリー由来のカルノシン酸の機能性研究（佐藤拓
己教授）、③金時草多糖による乳酸菌の抗アレルギー
相乗効果（今井伸二郎教授）、④食品から医薬品を
創る：ラクトフェリンの場合（佐藤淳教授）、⑤機
能性表示食品の実情と問題点（梅田勝医療保健学部
長）、以上 5 名（本学の教員 4 名、企業から講師 1 名）
の方々に講演していただきました。

具体的には、キリン（株）の形山先生から、ホッ

リコサミノグリカンの相互作用による肺癌細胞の
増殖制御」で、この研究では、ラクトフェリンに
よる癌細胞の増殖制御において、硫酸化糖鎖が寄
与することを明らかにしました。

シンポジウムの参加者は 180 名以上で、89 件
のポスター発表に対して、10 名のポスター賞があ
り、松崎さんには賞状と副賞が贈られました。

プ由来のビール苦味成分であるイソα酸の体脂肪
低減効果や熟成ホップ由来苦味酸の体脂肪低減効
果についての紹介がありました。続いて、佐藤拓
己教授が、ハーブの一種であるローズマリーに含
まれるカルノシン酸の生理機能を調べ、カルノシ
ン酸にアルツハイマー型認知症の予防効果が期待
されることを紹介しました。また、今井教授は、
これまでアレルギー症状の軽減・予防効果を有す
る食品を開発することを目的として、各種食材を
探索した結果、金時草と呼ばれる野菜と乳酸菌と
の組み合わせによる抗アレルギー効果について紹
介しました。医薬品コースに所属する佐藤淳教授
は、牛乳に含まれる機能性成分として、ラクトフェ
リンと呼ばれるタンパク質の抗炎症、抗腫瘍抗炎
症、抗腫瘍作用に着目し、ラクトフェリンを機能
性食品ではなく、医薬品として、敗血症治療薬や
抗腫瘍薬に利用することを紹介しました。最後は、
医療保健学部長である梅田教授より、元厚生労働
省食品安全部長だった経験から、機能性食品の表
示について説明がなされ、健康食品の問題点が指
摘されました。

講演会終了後は、本学の大学院生によるポス
ターセッション（写真）が行われ、活発な討議の
うち、セミナーは終了しました。セミナー開催に
あたり、ご協力いただきました関係各位に感謝申
し上げます。
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平成 29 年 6 月に、北海道札幌市で開
催された「マルチメディア、分散、協調
とモバイル　DICOMO2017 シンポジウ
ム」において、大学院コンピュータサイ
エンス専攻修士 1 年の阿座上知香さん

（柴田研究室）が論文発表を行い、優秀
論文賞と優秀プレゼンテーション賞を受
賞しました。

DICOMO2017 は、情報処理学会のシ
ンポジウムでネットワークに関連する多
様な研究に取り組む全国の研究者や学生
が集まり、研究論文の発表やディスカッ
ションを行う合宿形式の大規模なシンポ
ジウムです。阿座上さんは、ここで「深
層 学 習 に 負 け な い CAPTCHA（ キ ャ プ
チャ）の研究」に関する研究論文で受賞
しました。

CAPTCHA とは、ネットサービスを利
用するときなどに、人間になりすました
コンピュータを排除するために用いられ
るセキュリティ技術ですが、CAPTCHA
を突破しようとするコンピュータは進化
を続け、これに耐性のある CAPTCHA が
求められています。今回の研究論文で
は、「敵対的ノイズ」とよばれる特殊な
ノイズを画像に何度も重ねることで、深

平成 29 年 10 月、幕張メッセで開催
されたエレクトロニクスの大規模展示会

「CEATEC JAPAN」に本学部の田胡研究
室がブース出展しました。

今回は 4 日間の会期中に 15 万人以上
が来場しました。展示会の出展者は、そ
の多くが企業ですが、今回、本学から出
展したのは、クラウド上にある AI プロ
グラムから、小型ロボットなど身近なデ
バイスを制御するためのプラットフォー
ムです。

カメラやセンサーを搭載した戦車によ
る自律的なバトルゲームや、" 人格 " を
持たせたフィギュアや 3D キャラクター
などとの会話を可能にすることをめざし
ています。このような展示会に出展する
ことは、IoT( モノのインターネット ) や
AI 関連をはじめとする様々な分野の業界
関係者・技術者との交流を促進し、今後
の産学連携の足掛かりとなるプロジェク
トの進展につながります。参加した学生
たちにとっては、ビジネスの最先端に触
れながら、将来の ICT 分野での活躍に役
立つ貴重な経験を積む機会となります。

これらは、本学部の対外的な活動の代
表例ですが、このほかにも多数の学生が、
さまざまな学会やイベントで活躍してい
ます。

学外での活動は、参加する学生の視野
を広げ、通常の大学での授業では得られ
ない経験を通じて、一回り大きくなって
社会に出ていくために有効なものです。
本学部では、今後も学生たちのこのよう
な活動をサポートしていきます。

層学習を使って突破しようとするプログラムに対して耐性
のある新しい CAPTCHA を提案しました。こうした技術を
CAPTCHA に応用するアイデアは、他の研究にはないオリジ
ナルなものです。

なお、この研究論文は、指導教員 2 名（柴田千尋講師、宇
田隆哉講師）との共著になっています。

写真（左：阿座上知香さん、右：柴田千尋講師）

School of Com
puter Science
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学際的なメディア学部では、教員や所属研究室の
4 年生や大学院生がどのような学会活動をしている
か調査することを目的に、平成 28 年度に専任教員
が所属する学会の調査を実施しました。

表　メディア学部専任教員の主な所属学会

順位 学会名 所属人数

1 情報処理学会 １７人

２ 芸術科学会 ８人

３ 画像電子学会 ５人

４ 電子情報通信学会 ５人

５ 日本デジタルゲーム学会 ４人

６ 日本音響学会 ３人

上の表は、所属する学会の多い順に表に示してお
り、工学系と芸術系の学会が主な所属学会になって
います。特に、情報処理、CG・映像・アニメーショ
ン、音響・音声・音楽、ゲームなどの先端的な研究
分野であることもうかがえます。その他にも社会科
学系や人文社会系の学会もあり、メディア学部なら
ではの多様性を感じることができます。

そして、前号でも紹介したように平成 28 年度か
ら始まった 1 年次後期から早期に履修可能な「先端
メディア学」および「先端メディアゼミナール」の
講義科目で、プレ卒研的な学修を早期に開始して、
それらの成果も上がりつつあります。

大学院生をはじめとして学部 4 年生の学会発表に
おける表彰も増えてきているのが現状です。今回は
その受賞例をいくつかご紹介いたします。

平成 29 年 12 月に、吉岡研究室の金井兼介さん（修
士 1 年）が国際会議で研究発表をし、優秀発表とし
て表彰されました。

Hideki YOSHIOKA and Kensuke KANAI ,“Information 
display and an analysis of visitors’ behavior using 
Beacons and Digital Signage”, Creative Media and 
Innovation Conference (CMIC)2017,

この研究内容は、スマートフォンの普及やセン
サー技術の発展により、「IoT(Internet of Things)」に
注目が集まっており、ビーコンを活用して行動デー
タを分析し、適した情報を提示するシステムを開発
したというものでした。

続いて、本学の軽部学長が会長を務める大学コン
ソーシアム八王子の平成 29 年 12 月の学生発表会に
て、原田颯麻さん（3 年）と呉 剣さん（修士 1 年）
の研究発表が、社会科学系部門の「学生が八王子市
長へ直接提案！」の約 30 件の発表の中から、優秀
賞を受賞しました。

この発表は「健康メディアと地域メディアの企画
デザイン」（千種研究室）の専門演習の学修成果を
まとめて、” 新鮮野菜の ICT 路地販売「八王子万農
王国」” と題した研究発表でした。

さらに、大淵研究室の先端メディア学（AI による

音響分析）を履修して
いる横田さん（学部 2
年 当時）が、映像表現・
芸術科学フォーラム
にて平成 29 年 3 月に

「機械学習による硬貨
落下音の分析」とし
て研究発表を実施し、
優秀発表賞を受賞し
ました。

この研究は「5 円玉
と 10 円玉を様々な素
材の上に落とし、その
ときの音をコンピュー

タに学習させると、未知の音からそれが 5 円玉なの
か 10 円玉なのかを当てられるようになるというユ
ニークな研究内容で、実際の取り組みは機械学習の
王道に則り、信頼性の高い分析を実施した。」という
ものでした。

それ以外にも、昨年 1 月、上林研究室の 3 年
生と 4 年生の合同チームの論文、①大学生を対象
としたスマートフォンの広告接触実態調査とそれ
に基づく生活者が広告を自己コントロールできる
サービスの提案（平野龍二、上田彩、比留間彩、
上林憲行）、②コミュニティ劇場型広告モデルの提
案とそれを具体化するメディアサービスのデザイ
ン（中村拓磨、志賀拓哉、谷合啓輔、上林憲行）が、
日本広告学会主催の第 4 回広告学会関東部会学生
広告論文賞で佳作 2 件を受賞しました。

さらに昨年 3 月の第 79 回情報処理学会全国大
会において、学部 4 年生・修士 2 年生の学生発表
論文が 5 件の学生奨励賞を受賞しました。

(1) 齋藤裕太（4 年）、上林憲行
「面接コミュニケーションにおける笑顔の同調
　度が評価に与える影響の検証」
(2) 横山誠（修士 2 年）、上林憲行
　「生活者のコンテキストに応じて広告の提示
　タイミングを自己コントロール可能なサービ
　スの開発」
(3) 柳沢伸幸（4 年）、寺澤卓也
「RSS を利用したニュースキュレーションアプ
　リの提案と実装」
(4) 野口渉（4 年）、太田高志
「ポートレイト画像の変換と 3D プリンターに
　よる浮世絵版木の生成」
(5) 熱田一仁（4 年）、柿本正憲、藤堂英樹
「構造色を持つ宝石の CG 表現」

今後も本学部では、メディア学部ならではの多
様性を生かした研究領域で、多くの学生達が成果
を上げてくれるよう教員一丸となって教育・指導
していきます。
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本年度より「戦略的教育プログラム」
の一つとして活動が始まったロボコンプ
ロジェクトは、昨年 9 月に次回の競技
ルールが発表され、次の大会へ向けた活
動をスタートしました。

ロボコンは国内大会で優勝したチーム
が日本代表として国際大会の ABU（Asia-
Pacifi c Broadcasting Union）ロボコンに
出場する仕組みで運営されており、国内
競技もこのルールで行われます。

来年度の ABU ロボコンはベトナムで
開催され、競技ルールは、ベトナム北部
に伝わる伝統行事「ネムコン ( シャトル
コック・スローイング )」がモチーフに
なっています。

ルールは非常に単純で、球に紐が付い
たシャトルコックと呼ばれるオブジェク
トを使います。このオブジェクトの紐を
持って投げ、フィールド上にあるリング
に通し、かつその先にある的の上に乗せ

School of Engineering

るというものです。
これを、手動ロボッ
ト 1 台と、完全自動
化されたロボット 1
台で協調して行いま
す。

平 成 30 年 6 月 に
開催される国内大会
に 出 場 す る た め に
は、1 回の書類審査
と、2 回のビデオ審
査に通過しなければ
なりません。昨年 11
月上旬に実施された
書類審査はすでに通過し、現在は 1 月末に実施される第 1
次ビデオ審査に向けてロボットの開発を行っています。

メンバーたちは、講義の空き時間や講義終了後に集まって
作業をしています。場所や時間が確保できない場合は、夕
方の屋外で作業することもあります。もちろん目指すは「優
勝」ですが、そのためにもまずは、3 大会連続出場を目指し
て一つ一つの課題をクリアしていきます。

電
気
自
動
車
（
E
V
）
の
設
計
・
開
発
・
試
作

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
工
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
の
中
間
発
表
会
を
開
催

工学部の戦略的教育プログラムの１つとして、
電気自動車（EV-electric vehicle-）製作のチャレン
ジを昨年４月から始めました。CO2 を排出しない
環境に優しい電気自動車を、工学部の 3 学科の学
生が連携して開発・試作するプロジェクトです。
再生可能エネルギーでバッテリを充電して学内を
デモ走行する他、将来的には学外競技会への参加
を目指しています。

プロジェクトは 4 月の工学部ガイダンスで学生
を募集し、5 月には 3 学科で 50 名を超えるメン
バーで活動をスタートしました。EV の製作は、強
化プラスチックの車体カバー、タイヤやブレーキ
を組み込んだ車体フレーム、EV を駆動するモータ
やバッテリのパワートレインの 3 グループに分か
れて行っています。学科の専門性を生かし、車体
カバーは応用化学科、車体フレームは機械工学科、
パワートレインは電気電子工学科の学生が中心と
なっています。車体カバーチームでは、実際の大
型のカバーを製作する準備として、小型の発泡ス
チロールを型としてその周囲に塗料を塗ってガラ
ス繊維を貼り付け、強化プラスチックの試作を行っ
ています。車体フレームチームは、フレームの強
度計算を使って、転倒してもドライバーが守られ
る設計を終えました。設計をもとに、金属パイプ
の加工を始めています。パワートレインチームは、
タイヤを独立して駆動するため、インバータ基板
とモータ 4 セットの製作を終えました。

現在、関係各所の協力を得て、作業用の部屋を
整備しています。まもなく、この部屋が使えるよ
うになり、溶接器も稼働し始め、EV の基礎となる
車体フレームの姿が見えてきます。各チームの力
を集め、今年度中に人を乗せて走れる EV を完成さ
せます。

工学部では、機械工学科、電気電子工学科、
応用化学科の学生が、一緒にサステイナブル工
学を学ぶカリキュラムを組んでいます。現在の
3 年次は、1 年次で「サステイナブル工学基礎」、
2 年次で「サステイナブル工学実習」を学んで
きました。2017 年の後期は、サステイナブル
工学に関する講義の集大成とも言える「サステ
イナブル工学プロジェクト演習」に取り組んで
います。

プロジェクト演習では、3 学科から 1 名以上
が参加する 4 ～ 5 名が、１つのチームとなっ
て活動しています。「基礎」で獲得した知識と

「実習」で習得した評価技法である LCA（Life 
Cycle Assessment）を使って、製品の持続可能
性を総合的に分析・改善しています。テーマと
して取り上げているのは、自動販売機、アルミ
缶、化学薬品、紙パックなど自分たちの身近な
製品です。興味や専門知識の異なるメンバーが
いろいろな角度から知恵を絞ろうという趣旨か
ら、3 学科の混成チームとしています。

昨年 11 月 15 日には、演習の中間発表会を
片柳研究所棟 1F エントランスで開催しました。
68 チームが LCA 評価結果について説明し、工
学部全教員を交えての意見交換を行いました。
今後は、環境との調和を基盤に生活や経済にも
たらす多様な価値を総合的に考慮するサステイ
ナブル評価へとステップアップし、1 月の最終
発表会で選ばれた優秀チームには学部長賞が授
与されます。

車体フレームの機械加工モータの製作
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デザイン学部視覚デザインコース（視覚デザイン
専攻・映像デザイン専攻）では、平成 29 年度の魅
力ある教育プログラムの一環として、「戦略的教育
プログラム - 大田区観光 PR プロジェクト」を実施
しています。

デザイン学部のキャンパスが大田区蒲田にあるこ
とから、視覚デザインコースで学ぶ学生の視点によ
る大田区の観光 PR について改善点を考え、2020 年
までに大田区への来区者を増加させるためのデザイ
ン提案を学内外に告知する、という 4 年間の教育プ
ログラムになります。

本学の大きな特徴である ICT の技術に、大田区の
特産品や名物を扱った企画、AR（拡張現実）を用
いたアイデアやゲームアプリなど、21 案の企画を、
昨年 11 月 9 日（木）に大田区役所観光課長、大田
区産業振興協会から来賓を迎え、「プレゼンフォー
ラム 2017-2020」を開催し、発表しました。

また、フォーラムの様子は、大田区のケーブルテ
レビで翌日のニュースに取り上げられ、企画を発表
した学生グループのコメントが放送されました。

実際のプログラム遂行には大田区役所観光課の協
力を得て、観光事業、統計、マーケティング調査の
資料を活用、コースの視覚デザイン専攻ではグラ
フィックデザインを活用して PR のための企画を立
案、映像デザイン専攻では、魅力を伝える新しい表
現方法の追求から、映像表現による観光 PR をする
ことをテーマに立案しています。実施 2 年目とな
る次年度は今年度の企画案から実行可能な案を選抜
し、演出プランとして具体的にブラッシュアップ、
3 年目には学外で実施計画を展示します。

そして最終年度である 2020 年には大田区内での
主要各所にて、前年度に実施された観光 PR のため
の展示と、PR の成果を大田区内で発表する計画が
あります。

School of D
esign

視覚デザインが広く社会に果たす役割には、複
雑で難解な内容を分かりやすく可視化し、情報や
解説を求めている人々に、より早く正確に伝えて
いくことがあります。

各専攻とも前期の視覚デザインコース専門演習
Ⅰ課題で培ってきた、「視覚デザインの表現スキ
ルによって依頼者の意図を読み解き、確実に伝え
る」ことを自らの観光デザイン PR に置き換え、
実施のための仕組みを添えて、最後まで丁寧な発
表をいたしました。

この取り組みにより培われた大学と地域との接
点をきっかけとして、今後の展開においても遺憾
なくデザインの力を発揮することが期待されま
す。さらに学部の存在意義として、地域に受容さ
れる大学の姿と重なるものと考えられます。

プレゼンフォーラム発表会

プレゼンフォーラム会場の様子

視覚デザイン専攻グループの企画案 映像デザイン専攻グループの企画案
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医療保健学部の教員による国際委員会では、学生
の国際的な教養を育む一環として、各学科教員によ
る職種ごとの世界的なトピックスを紹介する場とし
て『インターナショナル・ウィーク ランチタイム
報告会』を前期に実施しています。また、後期には
国際セミナーとして海外で活躍している研究者に学
生へ講演をして頂き、学部生時代から国際的な情報
を得る機会を提供しています。今年度は 2 名の方に
お越しいただき、ご講演頂きました。

Stellenbosch大学のNiekerk先生

Curtin大学のJenkins先生

まず、9 月 25 日に南アフリカから Stellenbosch
大学の Niekerk 先生にお越しいただき、『南アフリ
カの医療保険制度と作業療法』をテーマにご講演頂
きました。

Niekerk 先生は同大学の作業療法学科長であり、
「障害をもたらす状況に直面する人々の就労への公

平な参加」について研究されています。
本学部 150 名の学生が参加し、日本と南アフリカ

の医療保険制度の違いや南アフリカでの作業療法の
実際について学びました。

国によって医療保険制度は異なるため、医療やリ
ハビリテーションの提供にも大きな違いが出ていま
す。国による医療の違いについては、教員でも学ぶ
機会は少なく、表面的な情報しか扱われていません。

今後は更に、国際協力や労働者として国内外での
活躍が求められる時代になってきます。国際的な事
情を踏まえて、長期的な視点を持って専門的な学問
を学生時代に学ぶ、貴重な機会となりました。

また、当日の別の時間帯で、『オーストラリアに
おける呼吸リハビリテーション』をテーマに Curtin
大学の Jenkins 先生にご講演頂きました。92 名の学
生が参加し、オーストラリアにおける理学療法や呼

吸リハビリテーションの現状、Jenkins 先生の取
り組みに加えて基本的な呼吸リハビリテーション
の考え方や実施方法などについて学びました。

日本でも心臓手術や術後リハビリテーション、
呼吸器関連の治療や呼吸リハビリテーションは盛
んに行われていますが、国際的な視野で専門職を
考える貴重な機会となりました。

2 つの講演では作業療法学科と理学療法学科の
学生が多く参加し、教員の参加も多く、教室は満
席となりました。

講演後には講師の先生と本学の教員で、学生教
育や臨床現場での研究活動などについて、日本と
海外の研究事情の違いや今後の方向性が話し合わ
れました。

医療保健学部では、学生が将来的に国内のみな
らず国外でも活躍できるようにするためのきっか
けづくりの場を多く設けていきたいと考えていま
す。
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ロサンゼルスでの海外研修は今年で 5 回目を迎
えました。この研修はイギリスやフィリピンでの語
学研修とは違い、まだ海外に慣れていない学生を対
象としたもので、添乗員と教員も同行し、今年は
50 名の学生とともに、灼熱のロサンゼルスで 1 週
間を過ごしました。普段は「抜けるような青空と爽
やかなカリフォルニアの風が吹き抜ける」が定番の
ロサンゼルスですが、今夏は異常気象のせいか、連
日 40 度近くまで気温が上がり、まるでじりじりと
グリルで焼かれるような錯覚を覚えるほど暑い（熱
い？）ロサンゼルスでした。

さて、そんななか、学生たちは元気にあちこちを
回りました。スペースシャトル・エンデバー号が展
示されているカリフォルニア・サイエンスセンター、
安倍首相も学んだことがある南カリフォルニア大学
で、本校とも縁が深いワインバーグ教授の講演、石
油王ポール・ゲッティが集めた素晴らしい作品の
数々を無料で鑑賞できるゲッティ・ミュージアム、
そして、日系アメリカ人の歴史を学ぶことができる
全米日系人博物館などを訪れ、様々なシーンで様々
なアメリカを「体験」することができました。

初日、ハリウッドの Hard Rock Café でみんな一緒
に夕食を食べましたが、ボリュームのあるハンバー
ガーと全員格闘。完食できた人は少数でした。食事
という観点からも、アメリカと日本の違いを実感し
たようです。

4 日目にはカリフォルニア・ディズニーランドへ。
これを楽しみにこの研修に参加した学生も多かっ

応用生物学部、コンピュータサイエンス学部、メ
ディア学部では社会人基礎科目の 2 年次必修科目と
して「キャリアデザイン」が前後期に設定されてい
ます。この科目では、社会人として活躍する準備と
して、問題発見・解決力、調査力、発信力、コミュ
ニケーション力などの汎用的能力を培うことを目的
としています。授業では少人数グループのメンバー
間で情報共有を行い、議論を通して課題に取り組み、
半期の最後にはレポート執筆と口頭発表を最終的な
成果物としています。教員はあくまでアドバイザー
として学生を支援し、学生主導のアクティブラーニ
ングを基本にしたプロジェクト学修を行うことが特
徴です。

今年度は八王子市市制 100 周年の一環として、応
用生物学部の 2 クラス、コンピュータサイエンス学
部の 2 クラスが全国都市緑化はちおうじフェアのボ
ランティアと八王子市の環境問題についての調査と
政策提言に取り組みました。

前期を通して、学生たちは八王子市環境部環境政
策課の職員の方々から情報提供やアドバイスを受け
ながら、八王子の環境問題に関する課題を発見し、
その解決のための政策を立案していきました。写真
は八王子市の環境問題に詳しい職員の方々を本学に
お招きし、学生と質疑を行っている場面です。学生
が選んだテーマは河川の水質汚染、繁華街の騒音問
題、外来生物、バイオマスなどの再生可能エネルギー
など極めて多岐に渡っていました。学生にとっては、
市行政の様々な環境問題への具体的な取り組みを知
る絶好の機会となったと思います。また、現場で環

たのではないでしょうか。例年通り、YES(Youth 
Educational Series) プログラムに参加し、現地ス
タッフとともに「リーダーシップとは、チームワー
クとは」を学びました。全員の感想は「もっと英
語を勉強しておけばよかった…」。スタッフの話
についていくことに精いっぱいで、自分の意見を
なかなかうまく口にできない自分にイライラ。欲
求不満とともに、英語学習への意欲も高まったプ
ログラムだったようです。でも、自分の殻を破る
ことが少しできたように思う、という感想を残し
た学生もいました。

YES プログラムの前後は、ランド内で自由行動
でした。すぐ隣にあるディズニー・カリフォルニ
ア・アドベンチャーに足を運ぶ学生もいて、暑い
中、必死に遊ぶ学生の姿が印象的でした。

最終日は終日自由行動で、オプショナルツアー
に申し込んで、グランドキャニオンに行く学生、
ユニバーサルスタジオに行く学生、あるいは 1 日
だけでは物足りなかったのか、再びディズニーラ
ンドに行く学生など、各自研修最後の一日を大い
に満喫した模様です。全員体調も崩さず、無事に
帰国できて、関係者一同安堵でした。

最後の夜に書いてくれた「研修の感想」では、「後
輩に絶対勧めたい」という意見が多く、勇気をもっ
て外に飛び出し、この研修で大きな刺激を受けた
学生たちが、今後その経験をどう生かしていくの
か、大いに期待したいと思っています。

境問題の解決に日々苦労しておられる職員の方々
からしか聞くことができない生の声を聞くことが
できたことは、キャリアデザインという授業の狙
いからしても極めて有意義であったと思います。

前期に環境問題の調査を行った学生たちは、9
月から 10 月にかけて、緑化フェアが開催された
複数の会場でボランティア活動を行いました。活
動は会場内の誘導・案内や来場者サービスの補助
を行う「ウェルカムボランティア」や花壇制作な
どを行う「グリーンボランティア」などの活動で
した。このボランティア活動については、八王子
市から謝意の言葉や表敬訪問がありました。また、
教養学環からはボランティアに参加した学生達に
対して、教養学環長賞として表彰状が授与されま
した。
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１．広がる海外大学との提携

２．サウジアラビア留学生の研究成果が
　　ロイターの記事に

３．留学生の受け入れ

４．留学生のための就職支援

５．大学院紹介の英語パンフレットの制作

■ドイツ HarzUniversity の AppliedSciences 学部と提携

■ Malaysia-Japan Higher Education Program(MJHEP）
　による編入

■外国人留学生のための就職フォーラム
　「KIBI Open Matching Challenge in Hachioji 2017」

■大学院紹介の英語版ホームページ

■大学院紹介ガイドブック（日英）

■博士課程の短期留学生の受け入れ
本学は 2018 年 1 月現在、40 を超える世界の大学と

提携しており、さまざまな活動をしています。アメリ
カ地区はアメリカ、メキシコの 5 校、ヨーロッパ地区
はフランス、ドイツ、スウェーデン、ポーランド、オ
ランダなどの 10 校、アジア地区はサウジアラビア、ト
ルコ、タイ、マレーシア、インドネシア、台湾、中国、
香港、韓国などの 27 校になり、大学院修士・博士課程
学生の受け入れと共同研究などを活発に行っています。

2017 年秋に修士課程を修了した Jadi Alotaibi さん（サ
ウジアラビア大使館員）の大学院修士課程の研究が、
サウジアラビア本国の活動に大きな貢献をし、この
ことがロイターの記事に取り上げられました。Jadi さ
んはサウジアラビアには、KCERT（Kingdom of Saudi 
Arabia's Computer Emergency Response Team） が 必
要であることを訴え、サウジアラビア政府のための組
織・役割・対応方法等を分析・提案し、その成果を亀
田弘之教授、布田裕一准教授の指導のもと修士論文と
してとりまとめました。そしてその組織がサウジ本国
で立ち上がったそうです。Jadi さんは今年 4 月に博
士課程に進学し、サウジ政府が立ち上げた国家プロ
ジェクト Neom に関連して、IT (IoT や AI) を活用した 
recycling system の研究をする予定です。Neom に関
しては、Youtube 等で紹介されています。

2017 年 8 月 3 日にメディ
ア 学 部 は、 ド イ ツ の Harz 
University の Applied Sciences
学部と提携のための調印式
を行いました。ドイツでは
かなり新しい国立大学で、
ゲーム分野もあることから
主に大学院の研究などの面
でいろいろ交流活動を推進
していく予定です。

本学では、アジアの国々から
多くの留学生が学んでいます。
その中で、マレーシアからの留
学生も増えつつあります。マレー
シアでは日本の文化が人気で、
日本に編入学を希望する高校生
も多いようです。MJHEP は、マ
レーシア現地の教育機関で 3 年間、日本語並びに大学 2
年次相当の工学系教育を受けたのち、日本の大学の 3 年
次に編入するというものです。日本から派遣された教員
も教育をしており、講義も日本語で行われています。

本学には工学部、コンピュータサイエンス学部、メディ
ア学部などに 3 年生で編入をして 2 年間学び、大学院進
学を目指す学生もいます。

昨年 10 月 7 日（土）～ 8 日（日）
に外国人留学生のための就職フォー
ラム「KIBI Open Matching Challenge 
in Hachioji 2017」が本学八王子キャ
ンパスで開催され 、松永信介准教授、
大原延恵特任講師が 7 日に開催され
た就職セミナーの講師を担当しまし
た。この内容が公益財団法人まちみ
らい千代田のフリーペーパー「まち
みらいニュース」で紹介されました。

本研究科の各専攻のホームページ、英
語の専攻紹介ムービー、学生による研究
紹介ムービーを制作しました。また、教
員紹介のページを今まで以上に充実しま
した。海外の大学との交流にたいへん大
切な情報がたくさん盛り込まれていま
す。海外からの学生に本学の教員の研究
教育活動を知らせるとともに、共同研究
などへの展開のためにも大変重要な役割
を持っています。

松永信介准教授 大原延恵特任講師

このガイドブックは印刷物だけではなく、e-book として
公開されています。ぜひ多くの方に読んでいただきたいと思
います。海外の方々にもぜひご紹介ください。

インドネシアのスラバヤ工科大学（ITS）の博士課程学生
の Aryo Nugroho さんが短期留学生として 10 月中旬から 12
月中旬の 2 か月間滞在しました。2 か月の間に藤澤公也講師
と寺澤卓也准教授の指導のもと、研究を進め、研究論文を共
著で投稿しました。2009 年から ITS の博士課程学生を受け
入れており、すでに 10 名が大学院短期留学生として来日し
共同研究を進め、10 数編の研究論文を発表しています。

大学院紹介の
英語版ホームページ

大学院紹介ガイドブック（日英）
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School of Bioscience and Biotechnology

応用生物学部

学生・教員の受賞と活動

School of Computer Science

School of Media Science

コンピュータサイエンス学部

メディア学部

4年生が危険物取扱者甲種に合格 食品衛生管理者養成施設登録校を申請化粧品研究サークルの活動が毎日新聞
で紹介される

大学コンソーシアム八王子学生発表大会で準優秀賞を受賞

八王子教育委員会生涯学習センターとの共催イベント報告

ダイヤモンド・オンラインに記事が掲載される

7 月 7 日に発行
された毎日新聞の

「キャンパる」欄
に、本学の化粧品
研究サークル「Ｌ
ＣＣ」の活動が紹
介されました。

LCC は化粧品等
の研究活動のみな
らず、研究をふま

えたマーケティング活動も行っています。
企画、開発、制作した商品を学園祭や八
王子市のイベント「いちょう祭り」で手
売りするなど、学内にとどまらない学生
たちの活動内容が紹介されました。

大学の地域貢献の一貫として、毎年行
なっているメディア学部と八王子教育委
員会生涯学習センターとの共催イベント
を 8 月 1 日・6 日に開催し、今年は次の
2 つのイベントを行いました。

1 つ目は、「子どもプログラミング体験
～電子ブロック MESH を使ってツールや
ゲームを作ろう～」で、八王子市南大沢
生涯学習センターにおいて応募者 90 名
弱から選ばれた小学 2 ～ 5 年生 24 名と
本学部学生がメンターとして参加し、本
学部のプログラムをベースに子供用にア
レンジしたプログラムを用いて行いまし
た。内容は、初対面のメンバーとペアワー
クを通じて、サイバー / フィジカルな世
界観に基づく、オリジナルな試作品を短
時間で作成して、デモや発表までを行う
ワークショップ形式で、参加者はみな夢
中になって楽しんでいました。試作品の

松井徹研究室（バ
イオプロセス工学研
究室）4 年生の今井
拓郎さんが、合格率
約 30% 前後と言わ
れる危険物取扱者甲
種に合格しました。

危険物取扱者甲種
に合格すればすべて
の危険物を扱えるよ

うになるので非常に人気の高い国家資格で
す。

前号の学報でも説明しましたが、現在応
用生物学部では、就職活動に有利な資格取
得のための支援プログラムを進めています。

12 月 9、10 日に
開催された第 9 回大
学コンソーシアム八
王子学生発表大会で、
コンピュータサイエ
ンス学部渡辺研究室
の吉村拓也さん（学
部 4 年生）が準優秀
賞を受賞しました。
吉村さんは「レイト
レース法を用いた直
線廊下での移動体に
よるマルチパス電波
伝搬特性の実証」と
題した口頭発表行い
ました。

出版社ダイヤモンド社が提供するビジネス情
報サイト「ダイヤモンド・オンライン」に、澤
谷由里子教授の記事、「技術革新だけではデジ
タルトランスフォーメーションに対応できない
< 前編 > 及び < 後編 > が掲載されました。

デジタルトランスフォーメーションとは、
「IT の浸透が、人々の生活をあらゆる面でより
良い方向に変化させる」という概念で、澤谷教
授がデジタルトランスフォーメーションの波に
乗り遅れないために日本の企業が何をするべき
かということについてアドバイスをしました。

応用生物学部では、食品衛生管理者及び
食品衛生監視員の養成施設校としての登録
申請を昨年 12 月に行いました。

2018 年度に 1 年次に入学し、先端食
品コースで必要な科目を履修し、卒業した
学生は食品衛生管理者及び食品衛生監視員
の資格を取得できるようになります。

ただし、登録申請中のため、審査の段階
で変更となる可能性があります。

また、2020 年度以降の 3 年次に編入
する場合、先端食品コースが選択できませ
ん。

この資格の他、応用生物学部の資格取
得支援プログラムでは、色彩検定 2 級や、
中級バイオ技術者などの様々な資格の取得
支援講座を開講しています。

ユニークな点やアンケートを見ると、今回
の講座の狙いである創造的学びの原体験を
提供できたと思います。

2 つ目は、「Unity（ユニティ）を使った
プログラミング入門講座」で、本学のオー
プンキャンパス併設イベントとして、本学
八王子キャンパスで行いました。応募者 50
名弱から選ばれた小学 5 ～ 6 年生及び中
学生 15 名が、本学部のプロジェクト演習

プログラムをベー
スに子供用にアレ
ンジしたプログラ
ム Unity を利用し、
コーディングベー
スで施策するとい
う本格的なプログ
ラムにそった入門
講 座 で し た。3 時
間の長丁場でした

が、全員最後まで前のめりで集中して取
り組んでいる姿が印象的で、意欲がある
子どもに良いプログラムを提供すれば、
プログラミングの面白さと醍醐味は十分
に伝わることがここでも改めて明らかに
なりました。親子で取り組む姿も多々あ
り、素晴らしい時間となり、両イベント
とも好評のうちに終了しました。

渡辺教授（左）　吉村拓也さん（右）
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School of Engineering

機械工学科 /電気電子工学科 /応用化学科工学部

第20回文化庁メディア芸術祭・受賞作品展に
本学部卒業生の作品が選出される

第9回大学コンソーシアム八王子学生発表会で学生らが優秀賞を受賞

ソニー株式会社MESHプロジェクトのサイトに
本学部学生たちの作品が掲載される

NHKサイエンスZEROに出演 戸井コーオプセンター長が講演 英国王立化学会からフェローの称号を
授与される

9 月 16 日～ 28 日（木）に開催された「第 20 回文化庁メディ
ア芸術祭・受賞作品展」にて、応募作品総数 4034 作品の中から、
2015 年度卒業の宮脇巧真さん（指導教員：菊池司准教授）の研
究成果映像「Crossing Tokyo」が「エンターテインメント部門・
審査委員会推薦作品」として選出され、展覧会にて上映されまし
た。

この文化庁メディア芸術祭は、文化庁が主催するコンペティ
ションで、アート、エンターテインメント、アニメーション、マ
ンガの 4 部門において優れた作品を顕彰するとともに、受賞作
品の鑑賞機会を提供するメディア芸術の総合フェスティバルで
す。

12 月に開催された第 9 回大学コンソーシアム八王子学生発表
会で、メディア学部の原田颯麻さん（3 年生）、大学院メディア
サイエンス専攻呉 剣さん（修士 1 年生）が、文系部門の発表の
場である「学生が八王子市長へ直接提案！～最終選考会～」の優
秀賞を受賞しました。

この賞は約 30 件の発表から予備審査により最終選考 8 件が選
出され、12 月 10 日に石森八王子市長も出席のもと、最終発表
会が開催され、その中での優秀賞受賞でした。

原田さん、呉さんは「健康メディアと地域メディアの企画デザ
イン」（千種康民准教授）の専門演習の成果をまとめ、「新鮮野菜
の ICT 路地販売「八王子万農王国」」と題した口頭発表を行ない
ました。

発表内容は、都内最大の農産物出荷自治体である八王子市内の
各所に存在する無人の路地販売所をターゲットにし、生産者が入
荷したり、消費者が購入すると在庫情報が更新され、それらの最
新情報が地図上で提供されるというもので、数多くある路地販売
所の在庫情報をユニークな方法で更新するというものです。

発表後の質疑では、八王子市産業振興部農林課課長から、「是
非とも実施したい」というコメントをいただきました。

光と空間を題材とした作品が、近年、人気を集めており、メディ
ア学部 3 年生の園部由美子さんたちのグループが、プロジェクト
演習「ユーザー体験価値デザインワークショップ（上林憲行教授、
中村太戯留演習講師）」で制作した作品『光を使って喜怒哀楽の
一人舞台』が、ソニー株式会社 MESH プロジェクトのサイトに
掲載されました。

1 日の生活と喜怒哀楽という感情を光の色で表現したもので、
Philips Hue と Sony MESH を組み合わせたサイバーフィジカル
な仕掛けを用いて、自己演出型の映像作品として制作したもので
す。

NHK E テレで放送されて
いる科学教育番組「サイエン
ス ZERO」に松尾芳樹機械工
学科長が出演しました。

ロボコン特集第２弾として
NHK 学生ロボコン 2017 の
総括内容が放送され、松尾教
授はロボコン教育（ロボコン
をテーマとする工学教育）の
専門家として出演し、本学参
加チームも取り上げられまし
た。

文部科学省採択事業大学教
育再生加速プログラム（ＡＰ）
テーマⅣ「長期学外学修プログ
ラム（ギャップイヤー）」シン
ポジウム－長期学外学修を通
じて何が変わるのか？－が 12
月 4 日に開催され、本学も本
シンポジウムの共催校となり、
戸井朗人工学部コーオプセン
ター長が、工学部で実施してい
るコーオプ教育プログラムの
取組概要と中間成果について
報告しました。

山下俊応用化学科長が英国
王立化学会からフェローの称
号を授与されました。

フェローは王立化学会会員
の中でも卓越した寄与のある
者に授与されるもので、ロン
ドンの TheTimes 紙にも掲
載されました。

原田颯麻さん（左）　呉剣さん（右）
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デザイン学部

デザインAI研究分科会の研究活動がスタート

日本心臓リハビリテーション学会ポスターコンクール
最優秀賞・優秀賞を受賞「工業デザインプロジェクト」発表展示会

デザイン学部では、デザインと AI の研究において「デザイン AI
により、デザインはどう変るか」というテーマのもとで「創造性と
AI」と「実践と AI」への展開を開始しました。

「実践と AI」の試みとしては、松村誠一郎准教授を代表者とす
る「AI を用いた切り込み入り平面からの展開構造デザイン」の研
究を行っていきます。切り込み入り平面からの展開構造（以下、切
込展開構造と呼びます）とは、１枚の平面に切り込みと折り目をつ
けて展開すると立体造形が立ち現れるものです。端的な例はポップ
アップカードや折紙建築などで、逆のプロセスを経ることで平面に
収納もできます。切り込みをつけるのは自由度が高いため、どの位
置にどのくらいの長さの切り込みをつけるかの設計のためには、現
状では人間の手による試行錯誤と職人的な経験が必要です。

本研究の目標は、適切な折線と切り込み線の配置探索や設計支援
に AI を用いることです。それによって、①切込展開構造の設計を
容易にする、②新しい展開構造デザインを発見できる、などが期待
できます。

近年、折紙の産業面への応用が注目されています。切込展開構造
は折紙と共通の要素もありますが、1 枚の平面から多様な形状を作
ることができ、「限定動作」のある可動部分を設定できるという特
徴を有しています。仮設災害用のシェルターや建築の構造物など、
繰り返しの使用や材料の合理的な使用が必要な構造物の設計などへ
の応用の可能性があります。切込展開構造の研究は、私達にとって
身近なサステイナブルなデザインの研究といえるでしょう。

今後、AI デザイン研究は「創造性と AI」の研究も加えて、多く
の研究者が参加する様々な活動として展開していきます。

2018 年 7 月 14 日・15 日にパシフィコ横浜で開催される、
日本心臓リハビリテーション学会の学術集会告知ポスターに、デ
ザイン学部の学生が提案したポスターが最優秀賞、優秀賞を受賞
し、昨年 7 月に本学蒲田キャンパスで表彰式がおこなわれました。

日本心臓リハビリテーション学会は、1995 年に設立、全国に
会員数 12,452 名を擁する学会で、今回、学術集会の会長を務め
る本学の高橋哲也理学療法学科長が各受賞学生に表彰状を授与い
たしました。

学生の制作したポスターは今年 7 月の開催日まで、国内の主要
医療機関、関連の施設、医学系の学会でも掲示、また学会の学術
集会ホームページにも使用されます。

大賞を受賞した田嶋優貴さん（視覚デザイン専攻 3 年生）は、「心
臓とリハビリテーションの関連に悩みながらも、小学生の時から
親しんできた「書」を大胆に用い、実際に撮影した横浜の青空、
カモメ、躍動感のある画面構成により、学会のイメージ、さらに
学術集会の開催される横浜を強く表現することができました。」
とコメントしました。

デザイン学部では 27 年度後期から、3D プリンタの特徴を活
かした新しいデザイン手法の構築を目的に、「内と外の一体化デ
ザイン」というテーマで共同研究プロジェクトを進めてきました。

昨年度は、プロジェクトメンバー４名が各々の専門分野で研究
を行い、今年度からはそれらの研究成果から抽出された共通課題
について、「大型遊具」という一つの実践モデルでデザイン手法
を探求、検証する研究を行っています。

現在、3D プリンタを活用した新しい造形手法の構築とデジタ
ル製造装置の活用ノウハウ取得を目標に、下記課題の解決に向け
た具体的なデザイン開発を進行中です。
【個別研究から抽出された課題】

・スキャニングデータのモデリング化手法の簡略化
・内部と外部の表層をつなぐ内部構造の造形手法
・開発効率と製造効率を考慮した内部構造の検討
・大型の造形物における製造／構法の検討
・内部形状の諸特性（安全性など）を検証する手段

＊研究成果の評価と公表を兼ねて下記展示会に出展予定
　「3D Printing 2018 Additive Manufacturing Technology Exhibition」
　　2018 年 2 月 14 日 ( 水 ) ～ 16 日 ( 金 ) 
　　東京ビッグサイト　東 6 ホール

【課題解決の反映した造形アイデア】

切込展開構造 01 © 御幸朋寿

最優秀賞ポスター（田嶋優貴さん 3 年生）

樹木を３D スキャニング

3D-CAD で内部構造を検討

3D プリンタで造形、形状の諸特性を検証

優秀賞ポスター（神岡真拓さん 3 年生）

優秀賞ポスター（新保雄太さん 3 年生）

切込展開構造 02 © 御幸朋寿

「LOEWE」: デパート店舗空間デザイン ©gh/e
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「コンケラー・デザインコンテスト」でグランプリ受賞

新しいデザインフラッグフェスティバル開催 ３年生が原宿でグループ展を開催

「日本ブックデザイン賞2017」に学生3名が入選

レターヘッド、封筒、名刺などの“ステーショナリー”のデザ
インを競う「コンケラー・デザインコンテスト」において、デザ
イン学部 3 年生の神岡真拓さんの作品が、課題部門と自由部門の
2 部門でそれぞれ、「グランプリ」と「学生奨励賞」を受賞しました。

課題部門は、公益財団法人 福島県観光物産交流協会のシンボ
ルマークとステーショナリーのデザインを提案するもので、グラ
ンプリ作品は実際に復興推進のシンボルマークとして運用される
ものです。神岡さんの作品は、プロのグラフィックデザイナーた
ちも応募する作品の中、見事にグランプリを受賞しました。学生
がこの部門で受賞したのは快挙といえます。

また、自由部門は架空・想像上の実存しない企業や団体、プロ
ジェクトを考え、そのステーショナリーをデザインするというも
のです。この部門においては、本学部の演習課題で制作したロゴ
マーク「IMAGO」のデザインを出品し、学生奨励賞を受賞しま
した。演習課題での制作作品が受賞したのは、まさに実学主義の
成果と言えます。

2017年10月28日・29日に本学蒲田キャンパスの学園祭 “か
また祭”でのデザイン学部によるデザインフラッグフェスティバ
ルも 6 年目を迎え、今回よりテーマを変えて、より空間演出を意
識した新しい形でスタートを切りました。

新デザインフラッグフェスティバルでは、学部２年生が“かま
た祭”を華やかに演出するための「装飾模様」をフラッグとして
制作し、１年生と２年生が協力しあって廊下や階段、エレベーター
ホールを飾り立てるといった展示活動をおこないました。１年生
から、２年生の制作に移行したこともあって、手描き・コラージュ・
デジタルと技術が広がり学生達の表現力が向上し、例年以上の見
ごたえのあるデザイン作品をそろえることができ、来場された皆
様をより華やかに、そして楽しく迎えることができました。

12月9日（土）から11日（月）の3日間、原宿デザインフェスタギャ
ラリー EAST102 で、デザイン学部 3 年生の 8 名が「デザインの魅
力を覗く」をテーマにしたグループ展を開催し、３日間で 259 名の
来場者を迎え終了しました。

今回のグループ展に参加している学生は、学部 3 年次の全コース
（視覚・工業）、さらには各専攻（視覚・映像・空間・工業）から集
結しており、展示もデザイン学部の構成を生かした内容となりまし
た。

今後は学内外のコンペディションへの参加、季刊情報誌の発行、
課題とは別にデザイン表現における実験的な試みを中心に、コース・
専攻を超えた活動を予定しています。

書籍のデザイン作品で競う、「日本ブックデザイン賞 2017」
の学生の部において、デザイン学部の学生の応募作品が入選しま
した。

このコンペティションは、課題図書から選んだ文学作品による
四六判書籍（ハードカバー）や文庫判書籍（ソフトカバー）のデ
ザインを提案する「ブックジャケット部門」、私家版やリトルプ
レスなど、企画・編集・制作の行程を自ら行って自己出版した作
品で応募する「セルフパブリッシュ部門」、出版社などから既に
商業出版している「パブリッシング 部門」があります。

全国から集まった応募総数 552 点の中から厳正なる審査を経
て、「ブックジャケット部門」の学生の部で、デザイン学部 3 年
生の飯塚渚さん ( 文庫判書籍カテゴリー )、中峯大樹さん ( 四六判
書籍カテゴリー )、4 年生の佐藤翼さん ( 文庫判書籍カテゴリー )
の 3 名の作品が入選しました。制作は課外時間に行い、作品のブ
ラッシュアップを重ね、制作に取り組んだ作品は、作品集に収録
され、展覧会が 9 月に開催されました。

佐藤翼さん 作品 4 年生 飯塚渚さん 作品 3 年生

フラッグデザイン作品 展示風景
展示風景 コンセプトボード

中峯大樹さん　作品 3 年生
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バイオ・情報メディア研究科

日本臨床検査学教育学会で優秀発表賞を受賞

村上康二郎准教授が執筆した書籍が出版される 落合浩太郎教授が執筆した書籍が出版される

学生が関東臨床工学技士会にて優秀演題賞を受賞

楠本泰士講師が日本保健科学学会奨励賞を受賞
平成 29 年 8 月 23 日 ( 水 ) ～

25 日 ( 金 ) に埼玉県立大学で開
催された第 12 回日本臨床検査
学教育学会にて、本学部臨床検
査学科4年生中山里佳子さん(指
導教員 岸井こずゑ助教、花尾麻
美助教、岡崎充宏教授 ) が優秀
発表賞を受賞しました。

発表題目は、「河川・沿岸領域由
来 Stenotrophomonas maltophilia
の薬剤感受性解析」です。

村上康二郎教養学環准教授が執筆した書
籍『現代情報社会におけるプライバシー・
個人情報の保護』が日本評論社より出版さ
れました。

この書籍は、現代の情報社会が抱えるプ
ライバシー・個人情報保護の課題に関して、
アメリカの議論、技術的内容など最新の状
況を踏まえた上で総合的に検討したもので
す。

落合浩太郎教養学環教授が執筆した『国
際関係・安全保障用語辞典　第２版』がミ
ネルヴァ書房から出版されました。

落合教授は専門とするインテリジェンス
や経済制裁等の項目を執筆しています。

『現代情報社会における
　　プライバシー・個人情報の保護』
著者：村上康二郎
出版社：日本評論社
発売日：2017年9月20日
ページ数：296頁
判型：A5判
ISBN：978-4-535-52261-9

11 月 5 日に開催された関東臨床工学技士会にて、臨床工学科
4 年生淵上彩香さんが優秀演題賞を受賞しました。 BPA 部門で
は、11 演題がエントリーされ、最優秀演題賞 1 演題、優秀演題
賞 2 演題が選出されました。 学生としては唯一の受賞となりま
した。

■タイトル「医療教育における最適な情報提供方法の検討」
■共同研究者
　淵上彩香、河野昇平、大熊大貴、草間舜平、黒沼翔、吉澤祐貴、　
　笠原勇太、笠井亮佑、伊藤奈々、田仲浩平

日本保健科学学会発行の学会誌第十九
巻二号に掲載された楠本泰士理学療法学
科講師の論文が、第九回日本保健科学学
会奨励賞を受賞しました。

論文名は、「 脳性麻痺痙直型患者の尖
足変形に対する足関節筋解離術と下肢随
意性の関係 」

著　者：高木健志、楠本泰士
掲載誌：日本保健科学学会誌
　　　　第十九巻二号

中央が筆頭発表者の中山里佳子さん
纐纈安由さん（左）、原川結里花さん（右）

ミネルヴァ書房 HP より引用

大学コンソーシアム八王子学生発表会で優秀賞を受賞 アントレプレナー育成特別講座を開講
12 月 9 日、10 日に開催され

た第 9 回大学コンソーシアム八王
子学生発表会で、大学院バイオニ
クス専攻、吉田研究室所属の髙夏
海さん（修士 1 年生）と初鹿裕美
さん（修士 2 年生）が優秀賞を受
賞しました。髙さんは「癌ゲノム
DNA 簡易検出法の開発」と題した
口頭発表を、初鹿さんは「DNA メ
チル化反応を触媒するリボザイム
の探索」と題したポスター発表を
行いました。

大田区産業振興課と本学
大学院との連携創業講座とし
て、起業を目指す社会人を対
象に、第２回アントレプレ
ナー育成講座（全４回）を行
いました。

今回は、「起業のためのプ
ログランミング」をテーマに、
ＡＩプログラムの主流となり
つつある言語 ”Python”（パ
イソン）について、基礎から
学習しました。吉田亘講師（左）、高 夏実さん（中央）、初鹿裕美さん（右）
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Circle and Reunion

サークル・同窓会活動

アメリカンフットボール部　CERBERUS（ケルベロス）
アメリカンフットボール（アメフト）は、アメリカではバスケッ

トボールや野球を抑えて人気 No.1 のスポーツです。日本ではまだま
だマイナーなスポーツではありますが、関西地方ではすでに地上波
や BS などで中継されていて注目を集めています。

現在、私たちのチームは部員が少ないため関東学生アメリカンフッ
トボール連盟 7 人制リーグに所属しています。部員のほとんどが大
学からアメフトを始めた初心者であり、中には高校では吹奏楽部で
あった部員やスポーツ経験が全くない部員も少なくありません。

毎週土曜日と日曜日に八王子キャンパスの正門脇にある多目的グ
ラウンドで練習をおこなっています。また、アメフトは他の球技に
比べて戦略が重要なファクターであるため、ミーティングでは新入
部員へのルール説明はもちろん、練習の反省やコーチ・OB からのア
ドバイスなど年間を通じて非常に密度の濃い活動をしています。

練習のない休日は、学年関係なく選手・マネージャーの親交を深
めるために、お花見や BBQ など季節ごとに様々なイベントをおこ
なっています。蒲田キャンパスの学生も所属しており、普段から東
京工科大学全体のつながりを感じることができる数少ないサークル
です。私たちアメフト部は新入生だけでなく、在校生の入部も大歓
迎です。部活・サークルに打ち込めるのは大学が最後のチャンスだ
と思います。日々のキャンパスライフに飽きてしまった方、何か新
しいことを始めようと考えている方がいましたらいつでもご連絡く
ださい！私たちと一緒に新たな目標に向かって挑戦して自分の可能
性を広げてみましょう！

( 文章：B0115130　住本健太朗 )

ロッククライミング部
東京工科大学ロッククライミング部は、平成 29 年 9 月 17 日

（日）に実施された第 4 回日本学生スポーツクライミング対校選
手権大会（全日本大学スポーツクライミング協会主催）において、
ボルダリング男子 1 部学校別総合順位で 4 位の好成績を修めま
した。

本サークルは、結成初年度から積極的に試合出場を重ねており
ますが、ようやく昨年あたりから少しずつ結果が良くなってきて
おり今回の結果に結びつきました。すでに部員たちは、次の個人
選手権大会や対校選手権大会に目標を据えて、また大きな大会に
出場できない部員については民間主催大会などを目標に、練習お
よび後輩指導に励んでいます。今後もぜひご注目ください。

東京工科大学吹奏楽団
私たち東京工科大学吹奏楽団はサマーコンサート、学園祭、定

期演奏会、他大学との合同コンサートの 4 つのイベントを主な目
標とし、日々練習をしています。そのほかにも、入学式や卒業式、
外部からの依頼演奏などの活動も行っており、演奏会に向けて顧
問の渡辺大地先生のご指導のもと練習を行っています。そんな私
たち団員は初心者から楽器経験 10 年以上と様々です。楽器経験
は様々ですが、演奏会を成功させるためにお互いを高めあってい
ます。特に年に２回の合宿では朝から晩までひたすら練習をして
います。体力的にも精神的にも辛く感じることもありますが、最
終的には楽しい思い出になります。

毎年サマーコンサートは八王子駅近くの東急スクエア内にある
八王子市学園都市センターで、定期演奏会は南大沢文化会館で
行っています。来てくださるお客様に楽しんで頂くために様々な
工夫をしています。団の中で演奏会に関する係が、「演出」「庶務」

「広報」の３つに分かれており、「演出」はお客様により楽しんで
もらうために、曲の演出や劇、ダンス、照明などを考えます。「庶
務」はお客様に快適に過ごしていただくため演奏会の事務仕事を
担当します。「広報」はより多くの方に私たちの演奏会を楽しん
で頂くため、チラシやパンフレットの作成、宣伝活動を担当しま
す。このように団員で役割を分担し、演奏会のさらなる向上を目
指しています。2018 年 3 月 25 日 ( 日 ) に定期演奏会が南大沢
文化会館で開催されますので、多くの方々のご来場を団員一同お
待ちしております。

活動する中で辛いことや苦しいこともありますが、それ以上に
達成感や感動を味わうことが出来ます。今後も私たち自身、私た
ちの演奏を聞いてくださる人達が楽しめるよう努力していきたい
です。

( 文章：B0116226　三根優恵香 )

東京工科大学同窓会の活動について
東京工科大学同窓会は主催イベントとして、毎年 10 月に行わ

れる学園祭、「紅華祭」( 八王子キャンパス )、「かまた祭」( 蒲田キャ
ンパス ) でホームカミングデーを実施しています。

八王子キャンパスは紅華祭初日に卒業生と教職員による懇親会
として立食パーティーを実施し、参加者も年々増えています。最
近では小さいお子様連れの卒業生も増え、会場内にキッズ＆ベ
ビースペースを設置し、併設校の日本工学院八王子専門学校こど
も学科の学生に保護者同伴のもと、お子様の面倒を見ていただき、
好評を得ております。2 日目は休憩スペースとして会場を開放し
ており、多くの卒業生にご利用いただいております。

蒲田キャンパスのかまた祭は 2 日間、軽食を用意し、教室を解
放して実施しており、まだ卒業生が少ない状況ではありますが、
参加者も少しずつ増えております。また、在校生支援としては、
入学生への記念品贈呈をしています。学位記授与式では卒業生へ
の記念品贈呈と卒業パーティー開催の支援を行っています。さ
らには卒業アルバム購入時に同窓会よりアルバム代の一部支援も
行っています。昨今の経済状況にあわせ「東京工科大学奨学金」
をスタートさせ、在学生の経済的援助も行っています。

以上のように卒業生だけではなく、在学生の支援にも力を入れ
て活動しています。現在、会長はじめ役員一丸となり、同窓会発
展のための活動を行っています。在学生でもご協力いただける方
がいれば、サポーターメンバーとして活動することが可能です。
興味のある方は学務課学生係までご連絡ください。

なお、広報活動としては、SNS 運営をしており、大学の様子や
同窓会などの情報を発信しております。ぜひ、facebook をご覧
ください。

東京工科大学同窓会
公式facebook



平成 29 年 10 月 8 日 ( 日 )・9 日 ( 月・祝 ) の２日間にわたり、
八王子キャンパスにおいて、本学と日本工学院八王子専門学校
との合同学園祭「第 13 回紅華祭」が開催されました。

1 日目はアーティストを招いてのコンサート、２日目はお笑
い芸人を招いてのライブを開催、メインステージなどのステー
ジでは学生がバンド演奏やダンス等を披露しました。また模擬
店では食べ物の他にも手作り雑貨などが販売され、90 近い店舗
がキャンパス内に立ち並びました。他にも日頃の研究成果を各
研究室が発表する催しなど様々なコンテンツを実施いたしまし
た。

「第 13 回紅華祭」のテーマは「有終完美～すべての道は紅
華へ通ず～」でした。このテーマには、「方法は人それぞれで
も最終的には紅華祭成功へとつなげ、美しい華を咲かせる」と
いう思いを込めました。このテーマの通りに多くの学生団体が
個性あふれた催しで紅華祭を大いに盛り上げました。当日、紅
華祭実行委員は、メインステージで企画発表を行ったり、子供
でも楽しめるミニゲームやスタンプラリーを実施しました。ほ
かにも八王子市の商店によるコンソーシアム等を実施し、多く
の来場者にお楽しみいただきました。企画発表では早食い大会
やジェンガと風船を組み合わせた競技やシアターイレブン内で
ゲーム大会を実施し、大変盛り上がりました。

「第 13 回紅華祭」を迎えるにあたって実行委員会は、模擬
店やイベントなどの参加団体向けの説明会の開催や参加団体の
管理、企画発表の練習、案内看板やポスターの作成など様々な
準備を行ってきました。その準備の甲斐あってか紅華祭は大変
盛り上がり、数多くの方にご来場いただけました。

紅華祭実行委員会は「第 14 回紅華祭」へ向けて、多くの方
に楽しんで頂けるよう準備を進めています。学生が一致団結し
て作り上げる次回の紅華祭にもぜひご来場ください。

最後になりましたが「第 13 回紅華祭」開催にあたりご協力
いただいた多くの方々にお礼申し上げます。

（文章　第 13 回紅華祭実行委員長　M0115266　西川孝亮）

紅華祭
第十三回

八王子キャンパス
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平成 29 年 10 月 28 日（土）、29 日（日）の 2 日間、本学蒲田キャ
ンパスにおいて、本学と日本工学院専門学校との合同学園祭「第
52 回　かまた祭」が開催されました。

今年度は残念ながら台風の影響もあり、セントラルプラザ（庭
園）で行われていた 2 日目の模擬店の終了時間を早めるなど慌
ただしい場面もありましたが、なんとか最後まで全プログラム
を行うことができました。

3 号館の入り口には学生が製作した花の絵柄をあしらった存
在感のある大きな看板が設置され、雨風に負けず、学園祭をア
ピールしていました。3 号館地下ホールではアンサンブル同好
会による演奏、ダンス部、ジャグリング同好会によるパフォー
マンスが行われ、盛り上がりをみせていました。そのほかのフ
ロアでも有志学生によるパフォーマンスやバンド演奏、企画の
展示や作品販売などが行われました。蒲田キャンパスの学生だ
けでなく、八王子キャンパスの学生による化粧品販売も行われ
ました。

大学実行委員会としては 3 号館地下ホールにて「ロッチ」な
ど 6 組のお笑い芸人をお招きした、「出張！ K-PRO ライブ×東
京工科大学　お笑い劇場 in かまた祭」を行いました。日本工学
院専門学校コンサート・イベント科協力のもと、悪天候にも拘
らず多くの方にご来場いただき、笑顔でお帰りいただくことが
出来ました。

また、毎年恒例となっている 12 号館で行われた医療保健学
部企画「健康応援フェスティバル」と、学生がデザインをした
フラッグを学内に飾り付けるデザイン学部企画「フラッグデザ
インフェスティバル」は今年もとても好評でした。

52 回目となった今年のかまた祭のテーマは「瞬彩～今この瞬
間を～」でした。参加した学生たちの彩りに加えてご来場いた
だいた方々の彩りを添えていただき、かまた祭を成功させるこ
とが出来ました。まだまだ発展途上の学園祭ですが、次年度以
降に向け学生は後輩へ引継ぎを始めております。是非、ご期待
ください。

蒲田キャンパス

かまた祭
第五十二回
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Campus Scenes

片柳アリーナ（蒲田キャンパス）
蒲田キャンパスセントラルプラザの地下にある約 4,000 人収容の舞台付き多目

的ホール。電動収納観客席をはじめとした舞台装置や、最新の音響・放送設備
が設置されており、フルオーケストラでのコンサートや卒業展、演劇公演はも
ちろん、公式バスケットコート 4 面分の室内競技アリーナとして様々な用途で
利用が可能。平成 29 年度より、本学の入学式会場として利用している。

27第 67 号 /2018 年
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『第６回産官学連携による八王子近隣地域交流会』を開催

2019年 3月卒業予定者キャリアサポートプログラム

保
護
者
の
皆
様
へ
お
伝
え
し
た
い
こ
と
！

9 月 7 日（木）に京王プラザホテ
ル八王子において、『産官学連携に
よる八王子近隣地域交流会』を開催
しました。本交流会は、本学と併設
校の日本工学院八王子専門学校との
共同開催で毎年開催しており、今回
で 6 回目を迎えました。

今回も日頃より学生の採用やイン
ターンシップ、コーオプ実習でお世
話になっている八王子市および近隣
地域の 112 社・団体 177 名の方々に
お越しいただきました。

第一部では両校の学校紹介を行っ
た後、東京大学大学院工学研究科航
空宇宙工学専攻の鈴木真二教授に

「無人航空機ドローンが拓く未来の
空」というテーマでご講演をいただ
きました。

2018 年 3 月卒業見込み学生の就職活動が終
盤に入ってきている中、蒲田キャンパスでは早
くも 2019 年 3 月卒業予定学生キャリアサポー
トプログラムが本格的にスタートしています。

デザイン学部は、4 月よりキャリアデザイン
Ⅲ・Ⅳを通して就職活動の準備を進めています。
そうした中、総まとめとしてのキャリアポート
フォリオ制作や 4 年次内定者・卒業生からのア
ドバイス講座に真剣に耳を傾け、より具体的に
就職を意識してきています。

医療保健学部は、例年 3 年次 1 月に実施して
いた、医療機関採用担当者による模擬面接会を
8 月に実施したのを皮切りに、履歴書作成講座
や一般常識・適性検査模擬試験等を実施し、意
識付けを進めています。

業種・職種によっては 2018 年の早い時期か
ら採用活動が始まります。学生達も徐々に意識
を高め、就職活動が活発になっていく事を期待
しています。

デザイン学部 4 年次内定者からのアドバイス講座の様子

会場で、企業の方に発表を行う様子

軽部学長の挨拶

医療機関採用担当者による模擬面接の様子

第二部の情報交換会では、八王子商工会
議所会頭の田辺隆一郎様をはじめ、お越し
いただいた企業・団体の方々と本学園関係
者との懇談を通じて更なる関係強化を図
りました。

本学からも軽部学長、各学部・学科長、
就職部長、学生部長、大学院研究科長、コー
オプセンター長、事務局職員が参加し、非
常に有意義な情報交換を行ないました。

今回の交流会を通じて、本学園と近隣地
域の皆様との関係がこれまで以上に強固
なものとなり、かつ産官学共同研究での
新たな成果の創出、採用やインターンシッ
プ、コーオプ実習等でひとりでも多くの学
生を地元企業に輩出する基盤作りを更に
進めて参ります。

コーオプ実習成果発表会を開催しました

コーオプセンターからのお知らせ

2016 年秋にコーオプ実習に行った工学部機械工学科の学生が、
6 月に本学で成果発表会を行いました。コーオプ実習に行った学
生は、実習終了後、コーオプ演習Ⅲの授業において実習内容を振
り返り、実習から得た経験や自分自身の成長に繋がったことなど
を取りまとめます。これらをポスター形式にまとめ、お世話になっ
た企業の方や教員等に紹介するのが成果発表会です。当日は、会
場の片柳研究所棟に教員や学生のほか、実習企業 55 社 72 名の
方がお越しになり、企業で実習を経験した約 110 名の学生が、スー
ツ姿で自ら作成したポスターの横に立ち、発表を行いながら参加
者との活発な意見交換や交流を行いました。

来場した企業の方からは、「学生の成長が見られてよかった」、
「発表を聞いて新たな気づきがもらえた」、「コーオプ教育がしっ

かりしたプログラムであることがわかった」等のコメントがあり
ました。また、企業の方と実習を行った学生とが久しぶりの再会
を喜び合う姿も見かけることができました。大学としても、企業
での実習内容が学生のどのような成長に繋がったのか等を把握
し、コーオプ教育にフィードバックしていくためにも、このよう
な成果発表会を継続していきたいと考えています。

キャリアサポートセンターからのお知らせ

大
学
事
務
局
便



平成 29 年度　学位記授与式日程
　日程：平成 30 年 3 月 20 日（火）
　会場：9 時 30 分
　開式：10 時 30 分
　場所：東京工科大学　八王子キャンパス　体育館
　交通：JR 八王子みなみ野駅・JR 八王子駅南口よりスクールバスをご利用下さい。

※当日は、東京工科大学公式インターネット放送局「intebro」によるライブ配信を予定しています。
　詳しくは、東京工科大学公式ホームページにてお知らせいたします。

八
　
王
　
子
　
キ
　
ャ
　
ン
　
パ
　
ス

行事予定 日　　程

編入生（新入生）ガイダンス 3月 23 日（金）

在学生ガイダンス、健康診断
3月 26 日（月）～ 29 日（木）
26 日：BS、27 日：CS
28 日：MS、29 日：ES

就職関連行事（新 3年生）
アドバイザー面談（新 2～ 3年生） 3月 30 日（金）

学生証受渡し
ノートパソコン受渡し
セットアップガイダンス

4月 3日（火）

入学式、新入生ガイダンス
（蒲田キャンパス片柳アリーナ） 4月 4日（水）

新入生・編入生ガイダンス
プレースメントテスト、避難訓練
学部交流会

4月 5日（木）

新入生・編入生ガイダンス
健康診断 4月 6日（金）

健康診断、留学生ガイダンス 4月 7日（土）

授業開始 4月 9日（月）

日本学生支援機構奨学金説明会★ 4月 14 日（土）

履修登録 4月 16 日（月）～ 19 日（木）

履修登録確認・修正 4月 20 日（金）

創立記念日（休業日） 5月 1日（火）

臨時休業日 5月 2日（水）
春期保護者会

（2年生以上、個別面談） 5月 12 日（土）、13 日（日）

スポーツ大会（八王子キャンパス） 5月 26 日（土）

補講★ 6月 9日（土）

前期末試験時間割発表 7月上旬

祝日授業開講★ 7月 16 日（月）

補講★ 7月 21 日（土）

前期授業終了 7月 27 日（金）
授業開講予備日★

（自然災害等で休講となった場合の
振替日）

7月 28 日（土）

前期末試験★ 7 月 30 日（月）～ 8月 8日（水）
（土曜日含む、最終日は予備日）

夏期休業 8 月 11 日（土）～ 9 月 14 日（金）
海外語学研修

（イギリス・ブライトン） 8 月 18 日（日）～ 9月 3日（土）

再試験 8 月 31 日（金）～ 9月 5日（水）

海外研修（アメリカ・ロサンゼルス）9月 2日（日）～ 8日（土）

成績表（前期）交付 9月中旬

就職関連行事（3年生） 9月 14 日（金）

前期学位記授与式・秋入学式 9月 14 日（金）
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行事予定 日　　程

2年生ガイダンス（医療保健学部） 3月 26 日（月）
2年生ガイダンス（デザイン学部）
3年生ガイダンス
（デザイン学部・医療保健学部）

3月 27 日（火）

4年生ガイダンス（医療保健学部） 3月 28 日（水）
4年生ガイダンス（デザイン学部）
4年生健康診断・就職関連行事 3月 29 日（木）

3年生健康診断・就職関連行事 3月 30 日（金）

2年生健康診断・就職関連行事 4月 2日（月）
学生証受渡し、新入生健康診断
就職関連行事、プレースメントテスト 4月 3日（火）

入学式、新入生ガイダンス
（蒲田キャンパス片柳アリーナ） 4月 4日（水）

新入生学部ガイダンス・防災訓練 4月 5日（木）

新入生学生生活ガイダンス 4月 6日（金）

新入生ノートパソコン受渡し★ 4月 8日（日）

授業開始 4月 9日（月）

履修登録 4月 16 日（月）～ 23 日（月）

春期保護者会★ 4月 21 日（土）

創立記念日 5月 1日（火）

臨時休業日 5月 2日（水）

スポーツ大会（八王子キャンパス） 5月 26 日（土）

前期末試験時間割発表 7月上旬
授業開講予備日★
（自然災害等で休講となった場合の振
替日）

7月 28 日（土）

前期授業修了 7月 30 日（月）

補講 7月 31 日（火）、8月 1日（水）

前期末試験 8月 2日（木）～ 10 日（金）

前期再試験 8月 27 日（月）～ 31 日（金）

成績表（前期）交付 9月中旬

★：要注意（土曜日・祝日開講または振替授業実施日）

★：要注意（土曜日・祝日開講または振替授業実施日）
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KOUKADAI INFORMATION

職　位 所　属 氏　名
助　教 医療保健学部臨床工学科 上條 史記

職　位 所　属 氏　名

助　手 コンピュータサイエンス学部
福西 広晃
松岡 丈平

職　位 所　属 氏　名
助　教 メディア学部 長谷川 大
講　師 応用生物学部 吉田 亘

職　位 所　属 氏　名
講　師 医療保健学部作業療法学科 石橋 仁美

命 所　属 氏　名

大学院コンピュータサイエンス専攻
博士後期課程及び修士課程

工学部
電気電子工学科
准教授

松永 真由美

大学院バイオニクス専攻
博士後期課程

応用生物学部
准教授

西野 智彦
藤澤 章雄

大学院コンピュータサイエンス専攻
修士課程担当

コンピュータサイエンス
学部助教

相田 紗織
伏見 卓恭

大学院メディアサイエンス専攻
修士課程担当 メディア学部助教

越智 景子
加納 徹

命 所　属 氏　名
医療保健学部作業療法学科長代行
（任期は平成 31 年 3 月 31 日まで）

医療保健学部
作業療法学科教授 安倍 あき子

命 所　属 氏　名
医療保健学部作業療法学科長
医療保健学部長補佐
（任期は平成 31 年 3 月 31 日まで）

医療保健学部
作業療法学科教授 安倍 あき子

職　位 所　属 氏　名
助　教 メディア学部 加納 徹

職　位 所　属 氏　名

教　授 医療保健学部
理学療法学科 石黒 圭応

准教授 医療保健学部看護学科 大木 正隆
助　教 医療保健学部看護学科 松下 幸子

所　属 氏　名
事務局情報サービス課 重廣 貞仁

所　属 氏　名
医療保健学部
作業療法学科　教授 奈良 進弘

応用生物学部　准教授 村上 勝彦
応用生物学部　助教 吉田 亘
事務局研究協力課 青木 宏樹

所　属 氏　名
工学部電気電子工学科　助教 加藤 秀行

所　属 氏　名
医療保健学部看護学科　助教 尾形 珠恵
医療保健学部
作業療法学科　助教 石橋 仁美

１．採用

１．受託研究費

３．昇格 ４．退職

２．任命

平成 29 年 8 月 1 日付

平成 29 年 9 月 1 日付

平成 29 年 10 月 1 日付

平成 30 年 1 月 1 日付

平成 29 年 9 月 1 日付

平成 29 年 10 月 1 日付

平成 29 年 12 月 1 日付

平成 29 年 9 月 1 日付

平成 29 年 10 月 1 日付

平成 29 年 8 月 31 日

平成 29 年 9 月 30 日

平成 29 年 12 月 14 日

平成 29 年 12 月 31 日

平成29年8月1日（人命第0001007号）～平成30年1月5日（人命第0001017号）までを掲載。

研究者名 研究テーマ 期間 企業（団体）
梶原 一人

（応用生物学部教授）
冷凍食品へのデンプン、グルテン素材を中心とする商品開発に
関する技術指導、コンサルティング業務 H29.7.1 ～ H30.6.30 グリコ栄養食品（株）

石畑 宏明
（コンピュータサイエンス学部教授）AI への HPC 技術の活用の研究 H29.7.17 ～ H30.3.30 富士通（株）

井上 亮文
（コンピュータサイエンス学部講師）IoT ネットワークに関する調査研究 H29.6.1 ～ H30.5.31 日本プロセス（株）

佐藤 淳
（応用生物学部教授） ラクトフェリンに関する研究 H29.4.1 ～ H30.3.31 （株）NRL ファーマ

山本 順寛
（応用生物学部教授） CoQ10 測定の指導、バイオマーカーの開発 H29.7.1 ～ H30.3.31 国立学校法人

　東京大学（AMED）
上林 憲行（メディア学部教授）
寺澤 卓也（メディア学部准教授）子供用プログラミング学修プログラムの試作と検証 H29.9.1 ～ H30.2.28 （株）エス・エー・アイ

今井 伸二郎
（応用生物学部教授）

帝人（株）から提供される大麦試料を用いた、機能性栄養成分
の定量、定性分析及びその機能性の評価 H29.7.6 ～ H31.3.31 帝人（株）

山下 俊
（工学部応用化学科教授）

電力機器用革新的機能性絶縁材料の技術開発 / 中小型発電機お
よび回転機用革新的機能性絶縁材料の研究開発 / 新規絶縁用樹
脂とナノコンポジット化の研究開発

H29.9.1 ～ H32.3.31 住友精化（株）
（NEDO プロジェクト）

宇井 彩子
（応用生物学部准教授）

難治性若年発症婦人科がんの発症リスクに関わる胚細胞系列変
異の同定とその機能評価系の構築 H29.10.16 ～ H30.3.31 国立研究開発法人国立が

ん研究センター（AMED）
加納 徹

（メディア学部助教）
X 線 CT 画像におけるタイヤ金属材料から発生するメタルアーチ
ファクトの低減手法の検討 H29.9.1 ～ H29.12.15 （株）ブリヂストン

その他４件

人事（採用、任命、昇格、退職）

外部研究費関連（受託研究費・共同研究費・奨学寄付金・その他）



31第 67 号 /2018 年

承認番号 実施学部 実験課題 実験目的 実験動物種

第 A17BS-003 号 応用生物学部 試料が発毛に与える影響の解析

動物胎盤から抽出され加工されたプラセンタエキスの試
料及び合成ペプチドについて、これが実験動物の発毛に
与える影響を調べる。これにより、脱毛症・多毛症や皮
膚疾病の治療や改善に有効な医薬品や化粧品原料の開発
に役立つ成果を得ることを目的とする。

マウス（44 匹）
H30 年 3 月実施分ま
で

承認番号 実施学部 実験課題 実験目的

第 17BS-001 号 応用生物学部
メチル化 DNA の機能解析及び迅
速・簡便なメチル化 DNA 検出方
法の開発

ヒトまたはマウスゲノム中において DNA メチル化の遺伝子発現制御機構につい
て解析し、疾病マーカーとなる遺伝子の DNA メチル化を迅速に検出する方法を
開発する。

第 17BS-004 号 応用生物学部
動物細胞におけるコエンザイム
Q 関連蛋白質高発現株とノック
ダウン株の作製

動物細胞におけるコエンザイム Q合成酵素や結合蛋白質の役割を解明する。

２．共同研究費

３．奨学寄付金

４．その他

１．動物実験実施状況

２．遺伝子組換え実験実施状況

研究者名 研究テーマ 期間 企業（団体）
柴田 千尋

（コンピュータサイエンス学部講師）自然言語処理基盤技術の教師なし学習 契約締結日～ H30.3.31 （株）デンソーアイティー
ラボラトリ

三田地 成幸
（コンピュータサイエンス学部教授）

光通信関連の新規接着剤及びその技術領域の応用技術に関する
研究 H29.10.1 ～ H30.3.31 横浜ゴム（株）

羽田 久一
（メディア学部准教授）

将来の自動車を想定したヒューマン・エージェント・インタラ
クションの研究 H29.11.1 ～ H30.3.31 トヨタ自動車（株）

研究者名 企業（団体）
原 賢二（工学部応用化学科教授） 真空企業（株）
前田 憲寿（応用生物学部教授） （株）ADEKA
十島 純子（医療保健学部理学療法学科教授） （公財）武田科学振興財団
山下 俊（工学部応用化学科教授） サンアプロ（株）
松永 信介（メディア学部准教授） ジャパンスタイルデザイン（株）
菊池 司（メディア学部准教授） （一財）ドレスト光子研究起点

研究者名 研究テーマ 期間 企業（団体）

香川 豊（片柳研究所長）

耐環境セラミックスコーティングの構造最適化及び信頼性向
上 H29.4.1 ～ H31.3.31 国立研究開発法人科学

技術振興機構（SIP）

輻射熱反射コーティングによる革新的断熱遮熱技術 H29.4.1 ～ H31.3.31 国立研究開発法人 科学
技術振興機構（ALCA）

原 賢二（工学部応用化学科教授） メソポーラス有機シリカを利用した生体模倣触媒に関する研
究 H27.4.1 ～ H30.3.31 国立研究開発法人 科学

技術振興機構（ACT-C）

七丈 直弘
（コンピュータサイエンス学部教授） 冪則からみる実社会の共進化研究 H29.10.1 ～ H31.3.31

国立研究開発法人 科学
技術振興機構
（社会技術研究開発）

余 錦華（工学部機械工学科教授） 平成 29 年度「日本・アジア青少年サイエンス交流事業
（さくらサイエンスプラン）」（Aコース：科学技術体験コース） H29.6.15 ～ H30.3.15

国立研究開発法人 科学
技術振興機構
（さくらサイエンス）

山下 俊（工学部応用化学科教授） 地域のリグニン資源が先導するバイオマス利用システムの技
術革新 ----------------- 国立研究開発法人 森林

総合研究所

その他９件

その他４件

動物実験・遺伝子組換え実験実施状況

訃　報

後川昭雄 名誉教授
平成29年8月5日逝去　享年90歳 平成29年8月22日逝去　享年90歳 平成29年12月23日逝去　享年86歳
平成3年10月から本学工学部電子工学科教授
として勤務。同学科主任教授等の役職を務め
られ、平成10年3月に退職。平成10年4月か
ら名誉教授の称号授与。

ここに生前のご厚誼を深く感謝するとともに、謹んでお知らせ申しあげます。

昭和62年4月から本学工学部機械工学科助教
授・教授として勤務。同学科主任教授等の役
職を務められ、平成9年3月に退職。平成9年
4月から名誉教授の称号授与。

平成3年4月から本学一般教養学系教授として
勤務。一般教養学系主任教授等の役職を務め
られ、平成13年3月に退職。平成13年4月か
ら名誉教授の称号授与。

川崎寛司 名誉教授 丹羽光男 名誉教授
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発　　行

発 行 月

編　　集

制　　作

写真提供

－編集後記ー

今回の学報の表紙写真には、八王子キャンパスの片柳研究所棟、
裏表紙には同じ片柳研究所棟の裏側の写真を利用した。教室や実
験室に向かう際、建物の正面から入ることは多々あるが、裏側か
ら建物を望むことはあまりなかったので、非常に新鮮な気持ちで
建物の造形をみることができた。

本学の八王子キャンパス、蒲田キャンパスに点在する数多くの
建物は全て、片柳鴻理事長がデザインされたものだ。実際に建物
を注視してみると、外壁や床のタイル一つとっても細かな所まで
片柳理事長のこだわりが満ち溢れているのがよく分かる。

学報を作るにあたり、掲載する写真には建物とキャンパスの季
節が感じられるものをより多く使いたいと考えている。そのため、
キャンパスの四季が感じられる写真を撮影するために、ときより
キャンパスの至る所に出向いて撮影をする。そんな中、冒頭でも
述べたような普段あまり立ち入ることのないところから建物を見
る機会がある。

以前学報内に、八王子キャンパス内の日本庭園にかかる小さな
橋「鴻稜橋」という写真を掲載した。筆者も長く勤務しているが、
この写真を撮影した時に初めて見つけた。橋の名は、文字通り片
柳理事長の名前「鴻」から取られたものだ。

もしかすると学内のまだ見ぬ所に、同じような片柳理事長の小
さなこだわりが隠れているのかもしれないと思うと、童心に帰っ
たような冒険心に火がついて、ついつい探索してしまいそうだ。

学生たちにもぜひ、こういう発見することの楽しみを、授業や
研究や友人の中から感じられる学生生活を過ごしてほしいと思
う。

学校法人片柳学園　東京工科大学

平成 30 年 1 月

東京工科大学情報公開委員会

東京工科大学事務局業務課

東京工科大学事務局業務課

恵雅堂出版株式会社

■八王子キャンパス

■蒲田キャンパス

〒 192-0982 東京都八王子市片倉町 1404-1

〒 144-8535 東京都大田区西蒲田 5-23-22

☎ 042-637-2111（代）

☎ 03-6424-2111（代）
jm-kmsyomu@stf.teu.ac.jp

jm-hcsyomu@stf.teu.ac.jp
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